
平成２４年６月 ／ 埼玉県 県民生活部 共助社会づくり課
     ───────────────────────────────────────────────────────────────  
　　　　　　①政策立案・事業企画等へのＮＰＯの参画・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ１
  　　　　　　（ＮＰＯからの政策・事業提案、審議会・協議会等への委員参画等）

　　　　　　②ＮＰＯ・ボランティアとの情報交換、意見交換等　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ４
　　　　　　　（一般的な意見交換、情報交換の場の設定、フォーラムやワークショップの開催）

　　　　　　③ＮＰＯへの事業委託　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ１０
　　　　　　　（県が直接実施するよりも他の者に委託して実施させることの方が効率的で効果的な事業の委託）

　　　　　　④ＮＰＯ・ボランティアとの事業共催（後援は除く）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ２２
　　　　　　　（ＮＰＯと県とがそれぞれ、又は双方で構成された実行委員会等が主催者となって、イベントの企画や運営、実施に当たる方法）
 
　　　　　　⑤ＮＰＯ・ボランティアの事業協力　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ２５
　　　　　　　（ＮＰＯと県とが協力して、一定期間、継続的に事業を実施する方法）

　　　　　　⑥ＮＰＯへの補助　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ４３
　　　　　　　（ＮＰＯと県との共通の目的を達成するための公金配分）

　　　　　　⑦ＮＰＯ・ボランティアに対する支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ４９
　　　　　　　［Ａ］活動の場・物品・機材等の提供、［Ｂ］情報提供、［Ｃ］人材育成、［Ｄ］相談、［Ｅ］税・使用料の減免、［Ｆ］その他

　　　　　　⑧活動の活性化、協働に向けた環境整備に関する事業　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ６３
　　　　　　　［Ａ］県民への働きかけ（イベント・講座等の開催による普及・啓発、様々な広報媒体での活動紹介等の情報提供、相談、表彰・顕彰等）
　　　　　　　［Ｂ］行政職員への働きかけ（職員の理解促進、活動への参加奨励、ボランティア休暇等）
　　　　　　　［Ｃ］市町村がＮＰＯを活用した事業を行う場合の市町村への補助・助成又は便宜供与（ふるさと創造資金）

     ───────────────────────────────────────────────────────────────  
　　　　注意１　①～⑧の項目ごとに、庁内の平成２３年度の取組み（実績）を調査したものです（調査時点　平成２４年３月３１日）。
　　　　
         
      　
　　　　
　　　　
         　　　４　以下の表中の「事業名・事業項目」の表記についての説明は次ページに記載しています。　　

　　　２　ＮＰＯの範囲について、地域性の強い団体や共益性の高い団体等であっても、本来の活動以外に社会貢献活動を行って
　　　　　いた場合には対象に含めています。
 　　 ３　県の事務・事業と密接な関連を有する公益法人（(財)埼玉県国際交流協会、(財)埼玉県県民活動総合センター、(財)埼玉
　　　　　県高齢者生きがい振興財団、 (社福)埼玉県社会福祉協議会等）に対して県から委託・補助を行い、当該公益法人におい
　　　　　て①～⑧の事業等が行われた場合には、対象に含めています。

　 平成２３年度 ＮＰＯ（ＮＰＯ法人、ボランティア団体、市民活動団体等）・ボランティア（個人）との協働事業等調査



◆「事業名・事業項目」の表記に関する注意事項

　○１つの予算事業すべてが該当事業の場合、予算事業名を表記しています。  　   　　　　　               　　　　　            　                          

　○全体の事業の一部が該当事業の場合、(｛全体の予算事業名｝の一部）と付記した上で該当事業の事業名・事業項目名を表記しています。　　　　  　        

　○予算対応がなかった事業等も、事業名・事業項目名を表記しています。     　 　　　　　　　  　　　　　　                                              　    

　○１つの事業を①～⑧に重複して記載する場合、２つ目以降に記載した欄には、（再掲）と付記しています。
 　                         
 　                                                            



課所名  事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

ＮＰＯ活動推進課

（新しい公共推進事業
の一部）
埼玉県「新しい公共」支
援運営委員会

［事業内容］
埼玉県「新しい公共」支援運営委員会の運営
新しい公共支援事業の円滑な実施を確保するため、支
援事業に関する基本方針、事業計画及び成果目標の
検討、支援事業の選定等を行う。
①運営委員会委員
学識経験者、ＮＰＯ代表者、企業関係者、関係機関職
員、市町村職員、県職員（10名）
②主な内容
・新しい公共支援事業に係る基本方針等の検討
・県が委託する事業における団体等からの提案の選定
・モデル事業の採択
③会議開催数
年７回

ＮＰＯ・市民活
動支援

新規
ＮＰＯ活動担
当

福祉政策課

(福祉のまちづくり普及
推進事業費の一部）埼
玉県福祉のまちづくり

埼玉県における福祉のまちづくりの推進方策に関する
福祉 継続

政策企画担

①政策立案・事業企画等へのＮＰＯの参画（ＮＰＯからの政策・事業提案、審議会・協議会等への委員参画等）

福祉政策課 玉県福祉のまちづくり
推進協議会の運営

埼玉県における福祉のまち くりの推進方策に関する
事項等について、検討を行った。（年２回）

福祉 継続
政策企画担
当

福祉政策課

（埼玉県地域福祉支援
計画推進事業費の一
部）
埼玉県地域福祉推進
委員会の開催

第２期埼玉県地域福祉支援計画の進行管理や新たな
地域福祉に係る事業の検討など
年４回開催

福祉 継続
地域支え合
い推進担当

福祉政策課

（発達障害者支援事業
の一部）
発達障害者支援体制
整備検討委員会

県内における発達障害児（者）の支援体制整備の実態
を把握し、今後の支援のあり方を検討する等により、支
援体制の整備を図ることにより、発達障害児（者）の福
祉の向上を図る。（年２回）
[委員]埼玉県自閉症協会会長、埼玉親の会「麦」代表

福祉 継続
発達障害対
策担当

1 ページ



課所名  事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

障害者福祉推進
課

（高次脳機能障害者支
援事業費の一部）高次
脳機能障害支援体制
推進委員会

[内容]
  高次脳機能障害者の支援の状況についての意見交
換や支援のあり方の検討などする。（年２回）
[委員]
きょうされん埼玉支部事務局長、埼玉県精神障害者小
規模作業所等連絡会会長、脳外傷友の会「さいたま」
会長、地域と共に生きるナノ代表

福祉 継続
総務・障害福
祉担当

少子政策課
次世代育成支援対策
推進協議会運営費

［事業内容］
埼玉県子育て応援行動計画（後期計画）に基づく施策
の推進のため、有識者・ＮＰＯなど幅広い関係者が協
議する場である推進協議会等を開催・運営する。
【開催回数】１回
【委員数】20名（うちNPO関係者3名）

こども 継続
企画・子育て
ムーブメント
担当

薬務課

（薬物乱用防止対策推
進事業の一部）
「ダメ ゼ タイ 普及

　「ダメ。ゼッタイ。」普及運動期間（６／２０～７／１９）中
に実施する薬物乱用防止キ ンペ ンや国連支援募

防災、防犯、
継続

（実施主
体）県、
「ダメ。
ゼッタ 薬物対策担

薬務課 「ダメ。ゼッタイ。」普及
運動埼玉県実行委員
会

に実施する薬物乱用防止キャンペーンや国連支援募
金活動などについて協議する。

防災、防犯、
交通安全

継続 ゼッタ
イ。」普及
運動埼玉
県実行委
員会

薬物対策担
当

薬務課
（計画献血者確保対策
事業費の一部）埼玉県
献血推進協議会

献血の普及及び献血組織の育成を図るための施策、
献血推進計画を協議
【参画NPO】埼玉県地域婦人会連合
　　　　　　　 ライオンズクラブ国際協会330-C地区、
　　　　　　　 国際ロータリー第2570地区

保健、医療 継続
献血・温泉・
薬事情報担
当

本庄県土整備事
務所

小山川・元小山川清流
ルネッサンスⅡ地域協
議会

地域住民（団体）・学識経験者・行政で構成される「小山
川・元小山川清流ルネッサンスⅡ地域協議会」におい
て、目標とする水環境を目指し、水環境達成状況の把
握や住民と行政が一体となった取組を推進する。
［参画ＮＰＯ］ＮＰＯ法人「川・まち・人プロデューサーズ」

環境保全 継続 河川砂防担当
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課所名  事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

生涯学習文化財
課

埼玉県生涯学習審議
会（執行機関の附属機
関）

教育委員会又は、知事の諮問に応じ、県の処理する事
務に関して、広く生涯学習に関する施策を推進するた
めの調査や審議をする。

文化、学術 継続
生涯学習推
進担当
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課所名  事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

県央地域振興セン
ター

ＮＰＯ法人の活動現
場訪問

新規に設立した管内ＮＰＯ法人の活動現場に出向き、
法人関係者、参加者、利用者等からの様々な情報を得
る。

ＮＰＯ・市民活
動支援

継続
県民生活担
当

県央地域振興セン
ター

ＮＰＯ法人の現場訪
問

活発に活動するＮＰＯ法人の活動現場等に出向き、法
人役員等と面談し、活動状況や行政への要望等を把握
するとともに、協力が可能な他法人を紹介するなど、情
報提供を行う。

ＮＰＯ・市民活
動支援

継続
県民生活担
当

南部地域振興セン
ター

NPO法人の活動現
場訪問

NPO法人の活動現場に出向き、法人関係者、参加者、
利用者等からの様々な情報を得る。

ＮＰＯ・市民活
動支援

継続
地域振興・産
業労働・県民
生活担当

南部地域振興セン
ター

埼玉県南部ＮＰＯ
ブース

安行植木まつり会場に、ＮＰＯ自らＰＲ・情報発信できる
スペース「埼玉県南部ＮＰＯブース」を提供し、ＮＰＯ法
人の情報発信の場とするとともに、ＮＰＯ法人の交流、
協働への機会となった。

ＮＰＯ・市民活
動支援

新規
地域振興・産
業労働・県民
生活担当

南部地域振興セン
ター

地域講座（南部地
域）（再掲）

ＮＰＯ、企業、市を対象とし、ＮＰＯ活動の理解を深める
ための講座及び交流会を開催した。

ＮＰＯ・市民活
動支援

継続
地域振興・産
業労働・県民
生活担当

南西部地域振興
センター

彩の国南西部地域Ｎ
ＰＯ連絡会の運営

ＮＰＯ活動の課題解決に向けた協力体制やＮＰＯ法人
間の連携促進について協議し、課題解決のための活
動を行う。

ＮＰＯ・市民活
動支援

継続
地域振興・産
業労働・県民
生活担当

東部地域振興セン
ター

意見交換会（県東地
域ＮＰＯ基礎講座）

管内法人を対象として、事業報告書の作成等に関する
研修会を開催するとともに、意見交換を行う。
利根地域振興センターと共催。

ＮＰＯ・市民活
動支援

継続
県民生活担
当

②情報交換、意見交換(一般的な意見交換、情報交換の場の設定,フォーラムやワークショップの開催)
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課所名  事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

②情報交換、意見交換(一般的な意見交換、情報交換の場の設定,フォーラムやワークショップの開催)

川越比企地域振
興センター

NPO法人の現場訪
問

NPO法人の活動現場に出向き、法人関係者、参加者、
利用者等からの様々な情報を得る。

ＮＰＯ・市民活
動支援

継続
県民生活担
当

川越比企地域振
興センター

地域活動メンターの
意見交換会

地域活動メンターの活動の中で生じる相談事例の研
究、NPO活動に関する意見交換を通じて、地域の中間
支援的機能を強化する。

ＮＰＯ・市民活
動支援

継続
県民生活担
当

川越比企地域振
興センター

NPOセミナー
初めて事業報告書を作成するＮＰＯ法人を対象に、事
業報告書作成セミナーを開催する。

ＮＰＯ・市民活
動支援

継続
県民生活担
当

川越比企地域振
興センター

ＮＰＯ基礎講座
管内ＮＰＯ法人などを対象に、会計や経理など、法人運
営に関するセミナーを開催する。

ＮＰＯ・市民活
動支援

新規
県民生活担
当

川越比企地域振
興センター

地域講座（川越比企
地域）（再掲）

ＮＰＯ運営のポイント（資金調達、後継者育成等）の講
座を開催する。

ＮＰＯ・市民活
動支援

継続
県民生活担
当

川越比企地域振
興センター東松山
事務所

ＮＰＯ法人の現場訪
問

NPO法人の活動現場に出向き、法人役員等と面談し、
活動情報や行政への要望等を把握するとともに、情報
提供等を行う。

ＮＰＯ・市民活
動支援

継続
県民生活担
当

川越比企地域振
興センター東松山
事務所

ＮＰＯ法人情報交換
会

ＮＰＯ法人や県から情報提供を行うとともに、市町村も
含めて情報交換を行い、今後のＮＰＯ法人のあり方及
び運営の参考とする。

ＮＰＯ・市民活
動支援

継続
県民生活担
当

5 ページ



課所名  事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

②情報交換、意見交換(一般的な意見交換、情報交換の場の設定,フォーラムやワークショップの開催)

西部地域振興セン
ター

西部地域ＮＰＯセミ
ナー

今年度、事業報告書を作成するＮＰＯ法人を対象に、
事業報告書作成セミナーを開催する。

ＮＰＯ・市民活
動支援

継続
地域振興・県
民生活担当

西部地域振興セン
ター

意見交換会
ＮＰＯ法人及びＮＰＯ法人を支援する市担当者を対象
に、意見交換会を実施する。

ＮＰＯ・市民活
動支援

継続
地域振興・県
民生活担当

利根地域振興セン
ター

意見交換会（県東地
域ＮＰＯ基礎講座）

管内ＮＰＯ法人を対象に、ＮＰＯ講習会を開催し、講習
会及び意見交換会を開催する。

ＮＰＯ・市民活
動支援

継続
県民生活担
当

北部地域振興セン
ター

北部・秩父地域ＮＰＯ
実務研修会

管内ＮＰＯ等を対象とした研修会の開催及び意見交
換。本庄事務所、秩父地域振興センターと共催。

ＮＰＯ・市民活
動支援

継続
県民生活担
当

北部地域振興セン
ター

地域講座（北部地
域）（再掲）

ＮＰＯが持つ資源の一つである「教育力」に着目し、県
北部のＮＰＯ法人がそれぞれの持つ教育力を意識し、
専門学校等の教育機関等、地域の様々な主体とつな
がり、活動の可能性を広げるきっかけとなるよう、テー
マに即した講演と交流会を行う。

ＮＰＯ・市民活
動支援

継続
県民生活担
当

秩父地域振興セン
ター

北部・秩父地域実務
研修会（再掲）

秩父・県北地域のＮＰＯに対し実務研修、情報交換等を
行った。
＜参加：１４団体＞
北部地域振興センター及び本庄事務所との共催。

ＮＰＯ・市民活
動支援

継続
総務・防災・
県民生活担
当

秩父地域振興セン
ター

地域講座（再掲）

専門講師による講演会を開催し効果的な事業運営の
支援を図った。

＜参加：１９団体＞

ＮＰＯ・市民活
動支援

継続
総務・防災・
県民生活担
当
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課所名  事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

②情報交換、意見交換(一般的な意見交換、情報交換の場の設定,フォーラムやワークショップの開催)

秩父地域振興セン
ター

ＮＰＯ連絡会議
連絡会議を開催し、ＮＰＯ相互及びＮＰＯと行政職員が
管内ＮＰＯ活動の相互理解を深めた。
＜参加：１８団体＞

ＮＰＯ・市民活
動支援

継続
総務・防災・
県民生活担
当

北部地域振興セン
ター本庄事務所

北部・秩父地域ＮＰＯ
実務研修会（再掲）

管内ＮＰＯ等を対象とした研修会の開催及び意見交
換。北部地域振興センター、秩父地域振興センターと
共催。

ＮＰＯ・市民活
動支援

継続
県民生活担
当

文化振興課 アートNPO連携支援

　アートNPO等の交流を支援するとともに、アートＮＰＯ
相互の連携や協働のネットワークづくりを促進する。
　　助成事業の成果報告会1回
　　助成を受けた経験のあるアートNPO等の交流会1回

文化、学術 継続

※Ｈ１９年
度の埼玉
文化芸術
活動連携
支援事業
からの継
続

文化振興担
当

青少年課
埼玉子ども支援ネッ
トワーク事業

ＮＰＯなど地域で子どもたちへの支援を行っている団体
と、支援を求める子どもたちをインターネットで結びつけ
る事業

こども 継続
育成事業推
進・県民運動
担当

防犯・交通安全課

（防犯のまちづくり推
進事業の一部）防犯
のまちづくり推進会
議の開催

県民総ぐるみで防犯のまちづくりを推進するため、重点
取組事項の設定や意見交換等を行うため、防犯のまち
づくり推進会議総会を開催する。

防災、防犯、
交通安全

継続
防犯事業担
当

防犯・交通安全課

（防犯のまちづくり推
進事業の一部）防犯
のまちづくり推進会
議の開催

県民総ぐるみで防犯のまちづくりを推進するため、重点
取組事項の設定や意見交換等を行うため、防犯のまち
づくり推進会議総会を開催した。

防災、防犯、
交通安全

継続
防犯事業担
当
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課所名  事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

②情報交換、意見交換(一般的な意見交換、情報交換の場の設定,フォーラムやワークショップの開催)

ＮＰＯ活動推進課

（ＮＰＯと市町村の協
働促進事業費の一
部）
NPOと市町村の協働
実践力アップ（市町
村向け協働提案事
業）

［事業内容］
NPOと市町村職員に協働の意義や心得、市民活動サ
ポートセンターのあり方を学んでもらった上で、NPOか
らの具体的な協働アイデアを随時市町村へ取り次ぐこ
とで、より良い協働アイデアの円滑な事業化を図る。
・協働実践力アップ講座（年1回）
・市町村への協働提案窓口の設置（随時)

ＮＰＯ・市民活
動支援

継続
ＮＰＯ活動担
当

ＮＰＯ活動推進課

（ＮＰＯ活動普及・促
進事業費の一部）
ＮＰＯと大学との連携
事業

［事業内容］
「ＮＰＯ・大学ネットワーク」の運営を通じて、ＮＰＯと大学
との交流を図り、大学生のＮＰＯ参加やＮＰＯと大学と
の協働の促進を図る。

ＮＰＯ・市民活
動支援

継続

①ＮＰＯ、
大学、行
政で構成
する実行
委員会が

主催

ＮＰＯ活動担
当

水環境課

（水すましクラブ・川
の守り人育成事業の
一部）
水すまし活動を拡げ
よう！事業

河川浄化団体同士の交流会の実施や広報紙発行で、
団体同士の交流を促進する。また、川の国埼玉検定を
実施し、活動のレベルアップを図った。

環境保全 継続
里川再生担
当

障害者福祉推進
課

精神保健福祉施策
に関する意見交換

埼玉県精神障害者家族会連合会、埼玉県精神障害者
団体連合会、埼玉県精神障害者社会復帰施設協議
会、埼玉県精神障害者小規模作業所連絡会、埼玉県
共同作業所連絡会と、精神保健福祉施策についての
意見交換、研究協議を行っている。

福祉 継続
自立支援医
療担当

商業・サービス産
業支援課

（映像関連産業振興
費の一部）彩の国映
像コンテンツ産業振
興ネットワーク運営
費

映像コンテンツ産業の振興を目的に、映像に関連する
団体（行政、ＮＰＯ、企業、大学など）を中心とした、相互
に連携と協働などを図る全県的なネットワークを運営す
る。また、各地の上映会等の支援を行う。

商工農業、労
働、経済

継続
映像コンテン
ツ担当
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課所名  事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

②情報交換、意見交換(一般的な意見交換、情報交換の場の設定,フォーラムやワークショップの開催)

観光課

（新しい埼玉観光の
創造事業の一部）
観光ボランティアガ
イド連絡会議

県内の観光ボランティアガイド団体の情報共有を図る
ため、連絡会議を開催した。（開催日 H24.2.13　参加団
体数 15）

まちづくり 継続
総務・企画担
当

河川砂防課
彩の国砂防ボラン
ティア協会役員との
意見交換

[内容]
土砂災害防止施策の現状や課題について共通認識を
深めるため、彩の国砂防ボランティア協会役員と情報
交換を行う。
[対象]
彩の国砂防ボランティア協会

防災、防犯、
交通安全

継続 荒川上流域・砂防担当

田園都市づくり課

広域景観形成プロ
ジェクト（歴史のみち
広域景観プロジェク
ト等）

県内の旧街道の歴史的な景観を保全・創造するため、
景観形成に積極的な市町や地元NPO等と協働して、景
観協議会や景観地区の指定などに展開する。

まちづくり 継続
景観・屋外広
告物担当

がんセンター
病院ボランティア支
援

各種ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（※）が円滑な活動を行えるよう、各種ﾎﾞﾗ
ﾝﾃｨｱへの受け入れ、活動広報、研修会、交流会等を実
施した。
※外来ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（患者及び患者家族に対する病院内の
案内等）、緩和ｹｱﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（緩和ｹｱ病棟でのお茶ｻｰﾋﾞ
ｽや傾聴等）音楽ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（院内ｺﾝｻｰﾄ）など

保健、医療 継続
総務・職員担
当

生涯学習文化財
課

文化財愛護ボラン
ティア事業

県内の指定文化財等のモニター活動を実施した。震災
後の文化財の状況に関する報告が寄せられた。

文化、学術 継続
指定文化財
保護担当
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③事業委託(県が直接実施するよりも他の者に委託して実施させることの方が効率的で効果的な事業の委託、指定管理者制)

課所名  事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

土地水政策課

（「見沼田圃保全・活
用・創造推進事業費
の一部）
見沼田圃県民ふれ
あい事業（水田の体
験農園）

市民参加で、田植え、草取り、稲刈り、脱穀までの米づ
くりの過程を体験し、収穫の喜びや見沼田圃の魅力、
素晴らしさを体験してもらうとともに、農地や田園景観
の保全を図る。
なお、収穫した米は、収穫祭などで参加者等に配布す
るとともに、福祉施設等に寄附する。

ＮＰＯ・市民活
動支援

継続
見沼田圃・三富
地域担当

土地水政策課

（「見沼田圃保全・活
用・創造事業推進
費」の一部
見沼田圃県民ふれ
あい事業（見沼たん
ぼ福祉農園）

障害者等が、自然とふれあい、農作業を通して、土と親
しみ作物を育て、収穫する喜びを味わってもらうととも
に、障害者相互の交流や地域との交流を深める。

ＮＰＯ・市民活
動支援

継続
見沼田圃・三富
地域担当

土地水政策課

（「見沼田圃保全・活
用・創造事業推進
費」の一部
見沼田圃県民ふれ
あい事業（見沼たん
ぼ普及啓発）

市民参加で、野菜の種まき、草取り、野菜収穫の体験
や自然観察ハイキングなどを実施し、収穫の喜びや見
沼田圃の魅力、素晴らしさを体験してもらう。

ＮＰＯ・市民活
動支援

継続
見沼田圃・三富
地域担当

土地水政策課

（「見沼田圃保全・活
用・創造事業推進
費」の一部
見沼田圃県民ふれ
あい事業（みぬま自
然学校）

見沼田圃ならではの自然にふれあうとともに、ここに生
息する動植物の保全と復元に取り組みながら、米づくり
から稲わら利用による手作り作業体験などを通じて自
然学習を行う。

ＮＰＯ・市民活
動支援

継続
見沼田圃・三富
地域担当

土地水政策課

（「見沼田圃保全・活
用・創造事業推進
費」の一部
見沼田圃県民ふれ
あい事業（米づくりボ
ランティア水田）

市民参加で、田植え、草取り、稲刈り、脱穀までの米づ
くりの過程を体験し、収穫の喜びや見沼田圃の魅力、
素晴らしさを体験してもらうとともに、農地や田園景観
の保全を図る。
なお、収穫した米は、主として福祉施設等に寄附する。

ＮＰＯ・市民活
動支援

継続
見沼田圃・三富
地域担当
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③事業委託(県が直接実施するよりも他の者に委託して実施させることの方が効率的で効果的な事業の委託、指定管理者制)

課所名  事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

土地水政策課

（「見沼田圃保全・活
用・創造事業推進
費」の一部
見沼田圃県民ふれ
あい事業（菜の花農
業体験教室）

子どもたちが、父母と一緒になって菜の花や野菜を育
て、収穫の喜びを味わってもらうとともに、菜の花から
菜種油を搾油する体験を通じて、資源循環の仕組み、
特性を体験してもらう。

ＮＰＯ・市民活
動支援

継続
見沼田圃・三富
地域担当

土地水政策課

（「見沼田圃保全・活
用・創造事業推進
費」の一部
見沼田圃県民ふれ
あい事業（見沼保全
不耕起田んぼ体験
事業）

不耕起田んぼでの米づくりを通じて、そこに生育するメ
ダカやカエルなどの生育環境を保全するとともに、稲作
作業や自然観察会などを通して、子どもたちに、見沼の
自然や環境保全について学習してもらう。

ＮＰＯ・市民活
動支援

継続
見沼田圃・三富
地域担当

土地水政策課

（「見沼田圃保全・活
用・創造事業推進
費」の一部
見沼田圃県民ふれ
あい事業（ソバづくり
等体験事業）

青少年のグループや家族が、ソバや野菜作りを通じ
て、収穫の喜びや味わうとともに、栽培技術の習得を進
め、今後の見沼たんぼを守り、活用していく新たな人材
育成の一助とする。

ＮＰＯ・市民活
動支援

継続
見沼田圃・三富
地域担当

南西部地域振興
センター

全員参加の地域づく
り（ジモトの魅力伝え
隊の育成）

　地域の歴史・文化・自然・農業・産業について、地域
の魅力を解説できるガイドを養成するため、ガイド志望
者を県民から公募し、養成講座等を実施し、ＮＰＯの協
力を得て、自転車を活用してジモトの魅力をＰＲできる
人材を育成する。

まちづくり 新規
地域振興・産業
労働・県民生活
担当

南西部地域振興
センター

地域資源活用商品
開発等モデル事業

地域の活性化や住みよい地域づくりを図るため「食」
（「ジモトのおやつ」）を中心としたブランド商品の開発・
発掘、販路開拓、PRをＮＰＯ法人に委託して実施する。

まちづくり 継続
地域振興・産業
労働・県民生活
担当

北部地域振興セン
ター

企業人ＮＰＯ体験研
修・発信事業

多様なＮＰＯ活動への参加体験研修を通じて、社員の
人材育成や社会貢献活動の機会を企業に提供し、あ
わせて研修受講者の体験を地域に向けて発信していく
仕組みを地域協働（ＮＰＯ法人への委託含む）で構築す
ることで、ＮＰＯと企業等地域主体とのネットワーク形成
を促し、ＮＰＯの活動基盤強化を図る。

ＮＰＯ・市民活
動支援

新規 県民生活担当
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③事業委託(県が直接実施するよりも他の者に委託して実施させることの方が効率的で効果的な事業の委託、指定管理者制)

課所名  事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

国際課
外国人地域デビュー
支援事業

外国人と日本人がお互いの文化や抱える問題を理解
し、能力を活用しながら共に地域づくりを進める。

国際 新規

県→ＮＧ
Ｏ、市町村
国際交流
協会等（委
託）

多文化共生・Ｎ
ＧＯ担当

青少年課

（青少年非行防止対
策推進費の一部）青
少年立ち直り支援事
業

青少年立ち直り支援サイトを通じて、ＮＰＯ法人（非行克
服支援センター）等が埼玉県民の相談に応じる。

こども 継続
総務・企画・非
行防止担当

青少年課

（青少年非行防止対
策推進費の一部）青
少年立ち直り体験交
流会

非行相談業務を行うＮＰＯ法人に、我が子の非行という
悩みを抱える保護者を対象にした交流会の開催業務を
委託する。

こども 継続
総務・企画・非
行防止担当

青少年課

（青少年非行防止対
策推進費の一部）青
少年居場所づくり業
務委託事業

非行等の問題を抱える少年たちにスポーツなどの活動
ができる居場所を提供し、立ち直りを支援する。

こども 新規
総務・企画・非
行防止担当

消費生活課
消費者団体活性化
事業

消費者団体間の交流を行うことにより、消費者団体の
活動の活性化を図り、自立した消費者の育成を目指
す。

商工農業、労
働、経済

継続
総務・企画調整
担当

消費生活課
（消費者行政活性化
事業費の一部）消費
者団体活性化事業

消費者団体間の交流を行うことにより、消費者団体の
活動の活性化を図り、自立した消費者の育成を目指
す。

商工農業、労
働、経済

継続
総務・企画調整
担当

男女共同参画課

（ドメスティック・バイ
オレンス総合対策事
業費の一部）DV被害
者支援ボランティア
育成講座開催業務
委託

[内容]ＤＶ被害者支援活動を希望する県民を対象に、
実際の支援活動に結びつく実践的な内容の講座開催
業務を委託する。
[対象]県内で活動する民間支援団体
[選定方法]所定様式による書面審査

人権、男女共
同参画

継続 ＤＶ対策担当
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③事業委託(県が直接実施するよりも他の者に委託して実施させることの方が効率的で効果的な事業の委託、指定管理者制)

課所名  事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

男女共同参画推
進センター

（女性チャレンジ総
合支援事業の一部）
市町村の取組支援
事業

〔内容〕市町村における地域課題の解決のため、女性
の能力を活用し、事業に取り組んでいる団体等から企
画提案を受け、受託団体へ事業を委託した。（２企画委
託）

人権、男女共
同参画

継続 事業担当

ＮＰＯ活動推進課
ＮＰＯ等人材開発支
援事業

ＮＰＯ等が自立的な活動を継続・発展させるためには、
革新的で魅力的な事業を創造する必要がある。本事業
は、中間支援機能をもつ民間団体からの提案を募集
し、専門家等の経験、ノウハウを有効に活用した多彩
なハンズオンプログラムを重層的に展開、「新しい公
共」に資する事業を創造できるような、ＮＰＯ等の社会
的事業者を養成する。

ＮＰＯ・市民活
動支援

新規 ＮＰＯ活動担当

ＮＰＯ活動推進課 ＮＰＯ等実態調査
[事業内容]
ＮＰＯの意向の把握や社会全体のＮＰＯに対する実態
を把握するため、調査を行った。

ＮＰＯ・市民活
動支援

新規 ＮＰＯ活動担当

ＮＰＯ活動推進課
中核的ＮＰＯ育成プ
ログラム
組織力強化事業

［事業内容］
相談会の開催
［テーマ］
寄附金獲得に向けたワークショップ
新寄附制度や認定ＮＰＯ法人制度の説明
個別の相談受付（ニーズ把握）
［実施形態］
中間支援ＮＰＯ法人に法人に委託

ＮＰＯ・市民活
動支援

新規 相談認証担当

ＮＰＯ活動推進課
中核的ＮＰＯ育成プ
ログラム
会計力強化事業

[事業内容]
個別訪問指導
[テーマ]
税理士による会計指導
[実施形態]
中間支援ＮＰＯ法人に委託

ＮＰＯ・市民活
動支援

新規 相談認証担当
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③事業委託(県が直接実施するよりも他の者に委託して実施させることの方が効率的で効果的な事業の委託、指定管理者制)

課所名  事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

ＮＰＯ活動推進課
中核的ＮＰＯ育成プ
ログラム
実務力強化事業

[事業内容]
訪問指導
[テーマ]
認定ＮＰＯ法人の条件の助言
書類等、整備状況の確認
[実施形態]
認定を取得している中間ＮＰＯ法人に委託

ＮＰＯ・市民活
動支援

新規 相談認証担当

危機管理課

（地域防災力担い手
育成事業の一部）防
災の担い手育成研
修・訓練事業

自主防災組織等地域の防災力の担い手を対象に、技
能や知識習得を目的とした初級講座（３回）及び視察を
含む上級講座（２回）を実施した。

防災、防犯、
交通安全

継続 地震対策担当

温暖化対策課

（低炭素型ライフスタ
イル推進事業費の
一部）
県民団体・事業者・
行政の協働取組促
進

県民各層による地球温暖化防止の取組を促進するた
め、地球温暖化防止活動推進センターに事業を委託し
た。
［委託内容］
①イベント開催事業　②協働取組情報収集／提供事業
③ストップ温暖化埼玉SAITAMAフェア開催事業

環境保全 継続
エコライフ推進
担当

温暖化対策課

（環境学習推進事業
費の一部）
彩の国こどもエコクラ
ブフェスティバル

［事業内容］
地球温暖化防止活動推進センターに委託して実施す
る。「彩の国こどもエコクラブ」を中心に環境学習の成果
や環境問題について情報交換・交流を図るフェスティバ
ルを開催した。

環境保全 継続
エコライフ推進
担当

温暖化対策課

（太陽光発電拡大プ
ロジェクト推進事業
費の一部）住宅用太
陽光発電設備設置
費補助事業

太陽光発電の普及啓発等業務を地球温暖化防止活動
推進センターに委託した。

環境保全 継続
エコエネルギー
推進担当

14 ページ



③事業委託(県が直接実施するよりも他の者に委託して実施させることの方が効率的で効果的な事業の委託、指定管理者制)

課所名  事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

自然環境課
希少野生生物保護
事業

希少野生動植物種の候補種を選定するための調査及
びレッドデータブック（植物編）再改訂のための編集業
務を委託する。

環境保全 継続 野生生物担当

自然環境課
希少野生生物保護
事業

ムサシトミヨの集団復元の可能性を探るため、移殖試
験業務を委託する。

環境保全 新規 野生生物担当

自然環境課
生き物再生推進事
業

県内の生物多様性の変化を把握し生き物情報を共有
化する仕組みを構築するため、県内の生き物モニタリ
ング調査及び参加団体の支援・調査マニュアル作成業
務を県内の自然環境保全活動団体に委託する。

環境保全 継続 野生生物担当

福祉政策課
家族支援体制の整
備

同じ発達障害の子どもを持つ親自身が相談に応じるペ
アレントメンターを養成し、家族同士が支援できる体制
を構築する。
[委託先（予定）]埼玉県自閉症協会
[委託方法]随意契約

福祉 継続
発達障害対策
担当

社会福祉課
子どもの健全育成業
務委託

本事業で設置運営する子どもの学習広場に、子どもの
健全育成支援専門員を配置し、西部福祉事務所管内
の被保護者等への子どもの健全育成業務を実施
[委託先]特定非営利活動法人ふじみ野国際交流セン
ター
[委託方法]随意契約

福祉 継続 保護担当

社会福祉課
職業訓練支援員事
業業務委託

職業訓練支援員により、生活保護受給者に対し、職業
訓練の受講等を通じ、就職・自立支援を行う業務を実
施
[委託先]特定非営利活動法人ワーカーズコープ
[委託方法]随意契約

福祉 継続 保護担当
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③事業委託(県が直接実施するよりも他の者に委託して実施させることの方が効率的で効果的な事業の委託、指定管理者制)

課所名  事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

社会福祉課
住宅ソーシャルワー
カー事業業務委託

住宅ソーシャルワーカーにより、生活保護受給者で居
宅の無い者の居宅の確保等、自立支援に係る業務を
実施
[委託先]特定非営利活動法人ワーカーズコープ
[委託方法]随意契約

福祉 継続 保護担当

社会福祉課
宿泊所機能強化事
業業務委託

宿泊所支援員により無料低額宿泊所入所者に対する
日常生活・社会生活・自立支援に係る業務を実施
[委託先]特定非営利活動法人エス・エス・エス
[委託方法]随意契約

福祉 継続 保護担当

高齢介護課
はろーケアマネ相談
窓口事業

主任介護支援専門員が介護支援専門員に対し、指導・
助言等を行うにあたって相談できる窓口を設置する。地
域包括支援センターで相談援助業務に当たる職員のＯ
ＪＴ訓練の場とする。

福祉 継続 介護予防担当

高齢介護課

（｛人材養成事業｝の
一部）
介護予防従事者レベ
ルアップ研修

介護予防に従事する者が介護予防の重要性や事業の
趣旨等の必要な知識を習得するとともに、介護に従事
する者としての資質の向上を促進する。

福祉 継続 介護予防担当

高齢介護課

（｛人材養成事業｝の
一部）
介護予防ケマネジメ
ント研修

介護予防支援事業者である地域包括支援センターから
介護予防支援の一部を受託することとなる指定居宅介
護支援事業所の介護支援専門員がアセスメントを実施
し、介護予防サービス計画を作成できるよう必要な知
識の習得及び技能の向上を図り、もって適切な介護予
防支援の提供を確保することを目的とする。

福祉 継続 介護予防担当

高齢介護課

（｛人材養成事業｝の
一部）
介護支援専門員ス
キルアップ研修

介護支援専門員に対し、専門的な知識・実践的な技術
等を向上させる研修を実施する。

福祉 継続 介護予防担当
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③事業委託(県が直接実施するよりも他の者に委託して実施させることの方が効率的で効果的な事業の委託、指定管理者制)

課所名  事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

高齢介護課

（｛人材養成事業｝の
一部）
介護支援専門員フォ
ローアップ研修

震災のため最終日がレポート措置に振り替わった平成
２２年度第Ⅰ期介護支援専門員実務研修のフォロー
アップを実施し、専門的知識・技術の徹底を図る。

福祉 新規 介護予防担当

障害者福祉推進
課

（高次脳機能障害者
支援事業費の一部）
ピア・カウンセリング
事業

[事業内容]
　高次脳機能障害者及びその家族が相互に支え合い、
自分の問題や不安などを自分自身で解決・軽減できる
ようにするための支援などを行う。
[委託先]
　脳外傷友の会「さいたま」、地域で共に生きるナノ
[委託方法]
　随意契約

福祉 継続
総務・障害福祉
担当

障害者福祉推進
課

ピアカウンセリング
事業

［事業内容]
精神保健福祉関係当事者が相互に支え合い自分の問
題を自分で解決する支援を行う。
［委託先］
埼玉県精神障害者団体連合会　埼玉県精神障害者家
族会連合会
［委託方法］
随意契約

福祉 継続
自立支援医療
担当

こども安全課
児童虐待ケア対策
強化事業費

子どもと接する機会の多い福祉、保健等の関係者を対
象とする研修の実施。
３日間９講座実施し、約４００名の参加があった。

福祉 継続
総務・児童相談
担当
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③事業委託(県が直接実施するよりも他の者に委託して実施させることの方が効率的で効果的な事業の委託、指定管理者制)

課所名  事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

少子政策課
子育て応援ムーブメ
ント創出事業費

［事業内容］
　地域の様々な子育て支援に関わる団体（NPO法人、
保育所、保護者会、企業等）が相互に交流や理解を深
め、地域での子育て支援活動をより大きなムーブメント
とすることを目的としたイベントを実施する。
　実施にあたっては、NPO法人等から企画提案を受
け、当該団体に事業の実施を委託する。

［委託団体］NPO法人彩の子ネットワーク
［実績］こども夢未来フェスティバル２０１２開催
・日時：平成２４年３月４日（日）
・場所：県民活動総合センター（伊奈町）
・１００以上の団体が参加
・来場者数約８２００人

こども 継続
企画・子育て
ムーブメント担
当

少子政策課
子育て支援のネット
ワークづくり応援事
業

子育て支援団体のネットワークづくりのため、子育て
サークルやＮＰＯを対象とした交流会を開催する。
［委託先］子育てわいわいサークル、子育て応援団「本
庄びすけっと」
［委託先の選定方法・契約方法］企画提案方式で企画
案を募集。随意契約

こども 継続
子育て環境整備
担当

疾病対策課

（ひきこもり対策事業
の一部）
ひきこもり訪問サ
ポート事業

［事業内容］
ひきこもりの状態にある者からの相談に応じたり、訪問
による支援を行う。
［委託先］ＫＨＪ埼玉けやきの会家族会
［委託先の選定方法・契約方法］
業務遂行能力等を勘案し決定。随意契約

保健、医療 継続
総務・精神保健
担当

18 ページ



③事業委託(県が直接実施するよりも他の者に委託して実施させることの方が効率的で効果的な事業の委託、指定管理者制)

課所名  事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

疾病対策課

（ひきこもり対策事業
の一部）
ひきこもり若者の社
会参加ステップアッ
プ支援事業

［事業内容］
ひきこもりの状態から回復途上にある者に対し、就労
体験の場を提供し、社会参加の促進を図る。
［委託先］ＫＨＪ埼玉けやきの会家族会
［委託先の選定方法・契約方法］
業務遂行能力等を勘案し決定。随意契約

保健、医療 新規
総務・精神保健
担当

疾病対策課
薬物依存症相談事
業

［事業内容］
薬物依存症者やその家族からの相談に応じ、薬物依
存症者の社会復帰の促進を図る。
［委託先］ＮＰＯ法人埼玉ダルク
［委託先の選定方法・契約方法］
業務遂行能力等を勘案し決定。随意契約

保健、医療 継続
総務・精神保健
担当

疾病対策課

（エイズ対策総合推
進事業費の一部）
エイズホットラインの
運営

［事業内容］
エイズ等に関する電話相談
［委託先］
エイズホットライン埼玉
［委託先の選定方法・契約方法］
随意契約

保健、医療 継続
感染症・新型イ
ンフルエンザ対
策担当

疾病対策課
（エイズ対策総合推
進事業費の一部）
エイズキャンペーン

［事業内容］
エイズに関する予防啓発活動の展開
［委託先］
エイズ関係ＮＰＯ
［委託先の選定方法・契約方法］
随意契約

保健、医療 継続
感染症・新型イ
ンフルエンザ対
策担当

就業支援課
（若者自立支援セン
ター埼玉事業費の一
部）就業支援事業

若年無業者、いわゆるニートと呼ばれる若者の就業活
動を総合的に支援するため、「若者自立支援センター
埼玉」を運営し、心理相談、グループワーク、ミニ講座、
労働体験、訪問サポート、保護者セミナー等を実施し
た。

商工農業、労
働、経済

継続
若年者就業支
援担当
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③事業委託(県が直接実施するよりも他の者に委託して実施させることの方が効率的で効果的な事業の委託、指定管理者制)

課所名  事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

就業支援課
ニート支援協力事業
所開拓等事業費

若年無業者、いわゆるニートと呼ばれる若者を、就業に
向け一歩踏み出させるため、労働体験や職業人セミ
ナー等の労働体験プログラムを協力事業所（６９事業
所）で実施した。

商工農業、労
働、経済

継続
若年者就業支
援担当

就業支援課
ニート支援パソコン
能力スキルアップ事
業

若者自立支援センター埼玉にパソコン指導員を配置、
パソコン講座を実施し、センターを利用する若者のパソ
コンスキルの習得、向上を図った。（４２講座　２４４人受
講）

商工農業、労
働、経済

新規
若年者就業支
援担当

就業支援課
（障害者雇用サポー
トセンター運営費の
一部）就労支援事業

障害者雇用企業見学会の開催（46回）や障害者適応作
業等をはじめとする雇用の提案（466社）などの企業へ
の段階的な働き掛けを通じ、619人が本採用となった。

商工農業、労
働、経済

継続
障害者就業支
援担当

産業人材育成課
（委託訓練事業費の
一部）障害者委託訓
練の実施

障害者の雇用促進に資するため、ＮＰＯ法人等に委託
して障害者の能力、適性及び地域の障害者雇用ニー
ズに対応した職業訓練を実施した。

福祉 継続 能力開発担当

創業・ベンチャー
支援センター

（創業・ベンチャー支
援センター事業費）
創業支援ｾﾐﾅｰの実
施

創業希望者や創業間もない方を対象に、創業に向けた
講座の開催や起業家等の交流の場を設ける事業であ
り、ＮＰＯ法人等に講師や交流会のコーディネートを委
託する。

商工農業、労
働、経済

継続 創業支援担当

農業ビジネス支援
課

（埼玉ブランド農産物
推進事業の一部）
埼玉農産物ブログサ
イトの運営

ブランド推進品目や料理レシピ、イベント等の情報発信
をする埼玉農産物ブログサイト「SAITAMAわっしょ
い！」の運営を委託する。

商工農業、労
働、経済

継続
販売対策・農商
工連携担当
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③事業委託(県が直接実施するよりも他の者に委託して実施させることの方が効率的で効果的な事業の委託、指定管理者制)

課所名  事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

森づくり課
都市と山村交流の森
管理事業

[事業内容]
森林ふれあい施設の良好な維持管理や活用を行い、
都市と山村交流の場、森林レクリエーションや森林学
習の場として県民に提供する。
[対象]
県民、森林ボランティア等

環境保全 継続
森林活動支援
担当

公園スタジアム課
県営公園指定管理
者委託費

H23年度から、NPO法人幸手権現堂桜堤保存会及び幸
手市が権現堂公園を指定管理者として維持管理してい
る。

街路・公園管
理

新規
公園管理・スタ
ジアム担当

生涯学習文化財
課

名栗げんきプラザ管
理運営費

平成１９年度から、青少年の健全な育成を図ること等を
目的とした社会教育施設である名栗げんきプラザの管
理運営を、「NPO法人国際自然大学校」を構成法人と
する指定管理者「名栗フィールズパートナーズ」が行っ
ている。

こども 継続 社会教育担当

生涯学習文化財
課

長瀞げんきプラザ管
理運営費

平成23年度から、青少年の健全な育成を図ること等を
目的とした社会教育施設である長瀞げんきプラザの管
理運営を、「NPO法人地域環境緑創造交流協会」を構
成法人とする指定管理者「長瀞教育振興グループ」が
行っている。

こども 新規 社会教育担当

総合教育センター

小中学校ウィークエ
ンド・サイエンスラボ
事業（ウィークエンド
科学探検教室）

　21世紀の科学技術を担う人材を育成するため、地域
の人材を科学教育ボランティアとして活用し、学校の授
業では時間や施設面等で実施することが難しい、科学
や算数・数学に関する体験学習の場を児童生徒に提
供する。　出店形式による一般公開３会場、授業形式２
会場（中学校会場）で実施する。

こども 継続 教育課程担当
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課所名  事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

南西部地域振興
センター

体験参加型地域力
アップ事業の推進

　多様な活動主体が協働して地域住民が参加できる
様々な事業を実施し、地域が連携して地域貢献活動に
取り組む基盤づくりを行う。

ＮＰＯ・市民活
動支援

新規
地域振興・産
業労働・県民
生活担当

南西部地域振興
センター

埼玉南西部の自転
車活用による地域づ
くり協働事業

県、NPO、市町で構成された実行委員会がサイクル
ネットワークと地域資源を活かし、自転車の活用による
地域振興、健康増進を図る取組を実施する。

まちづくり 継続
地域振興・産
業労働・県民
生活担当

北部地域振興セン
ター

ＮＰＯ活動情報発表
展

ＮＰＯ活動情報発信事業で協働している大学・企業と取
材先のＮＰＯ法人との共催により、企業設置のコミュニ
ティスペースを活用した各団体の展示発表と交流会を
開催。

ＮＰＯ・市民活
動支援

継続
県民生活担
当

男女共同参画推
進センター

（男女共同参画推進
センター運営費の一
部）ワークショップ開
催事業

〔内容〕男女共同参画に関するワークショップ「Ｗｉｔｈ Ｙｏ
ｕ さいたまフェスティバル」を開催した。（３日間・44団体
参加）

人権、男女共
同参画

継続 事業担当

ＮＰＯ活動推進課

（NPO活動普及・促
進事業費の一部）
NPOと企業・地域団
体との連携事業

［事業内容］
①NPOと企業の協働フォーラムの開催 ＮＰＯ・市民活

動支援
新規

ＮＰＯ活動担
当

水環境課

（里川づくり県民推進
事業の一部）
家庭から始める「里
川づくり県民運動」事
業

住民・河川浄化団体・学校・企業・行政等が協働し、環
境教育・環境講座・台所からの排水を改善する取組な
どを実施した。

環境保全 継続
里川再生担
当

自然環境課

（希少野生生物保護
事業の一部）県の蝶
ミドリシジミを見る集
い2010

県の蝶ミドリシジミの観察会を、埼玉昆虫談話会との共
催で開催する。彩の国だよりへの掲載、秋が瀬公園利
用申請等を県、開催当日の運営・進行、資料作成、参
加者への指導等を埼玉昆虫談話会が担当する。

環境保全 継続
野生生物担
当

④事業共催（ＮＰＯと県とがそれぞれ、又は双方で構成された実行委員会等が主催者となって、イベントの企画や運営、実施に当たる方法）
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課所名  事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

④事業共催（ＮＰＯと県とがそれぞれ、又は双方で構成された実行委員会等が主催者となって、イベントの企画や運営、実施に当たる方法）

みどり再生課

（ふるさと自然再生
事業費の一部）
くぬぎ山地区自然再
生協議会への参加
及び補助

[事業内容]
くぬぎ山地区内自然再生事業の実施に関する協議
[実施団体]
くぬぎ山地区自然再生協議会に参加している国、県、
関係市町、団体等
[役割分担]
県、関係市町が運営事務局となるなどして、協議会の
活動を支援。参加者は自然再生事業の実施計画を協
議して実施した。

環境保全 継続
緑地保全・自
然再生担当

商業・サービス産
業支援課

（映像関連産業振興
費の一部）ＳＫＩＰシ
ティ国際映画祭

若手クリエイターの発掘・支援を目的に、デジタルシネ
マに限定した映画祭を開催する。

商工農業、労
働、経済

継続
映像コンテン
ツ担当

創業・ベンチャー
支援センター

共催セミナーの実施
創業希望者や創業まもない方を対象に、創業に必要な
知識等を学ぶためのセミナーの開催に協力する。

商工農業、労
働、経済

継続
創業支援担
当

創業・ベンチャー
支援センター

ＩＴ相談会の実施
創業希望者や創業まもない方を対象に、ＩＴの活用に関
する知識等を学ぶための相談会の開催に協力する。

商工農業、労
働、経済

継続
相談支援担
当

県土整備政策課
秩父路魅力アッププ
ロジェクトチームの活
動

[事業内容]
国道１４０号を軸に秩父地域の魅力アップを図るため、
多様な主体の参画によるプロジェクトチームを編成し、
景観づくり、環境づくり、観光振興を進める。ＮＰＯ主体
のコア会議
[主な参画ＮＰＯ]
ＮＰＯ法人ちちぶまちづくり工房　代表理事　市川均
ＮＰＯ法人秩父の環境を考える会　理事　萩原良朗
ＮＰＯ法人森　理事　吉田進

まちづくり 継続

ＮＰＯ、行
政（国・
県・市
町）、関係
団体、学
識経験者
などで構
成

政策形成・企画担当

杉戸県土整備事
務所

 行幸湖浮きウキフェ
スタ実行委員会によ
るイベント企画・運営

［内容］権現堂調節池で浮島づくり等による水質浄化体
験やカヌー体験等を通じて一般県民に水辺の魅力を体
感してもらう。
［参画団体］NPOとよあしはら、さって市民環境ネット、
NPO幸手権現堂堤保存会など

環境保全 継続 　 調節池管理担当
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課所名  事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

④事業共催（ＮＰＯと県とがそれぞれ、又は双方で構成された実行委員会等が主催者となって、イベントの企画や運営、実施に当たる方法）

住宅課
（住宅居住支援推進
事業費の一部）マン
ション居住支援

埼玉県マンション居住支援ネットワーク（行政、NPO法
人、専門家団等で構成）が行うマンション管理に関する
セミナー、相談会等の事業に対して助成した。

まちづくり 継続
民間住宅・マ
ンション支援
担当

生涯学習文化財
課

元気な地域を創造す
る子ども大学推進事
業

県内の大学やNPO、市町村、企業が連携して、子ども
大学を開校し、子どもの学ぶ力や生きる力をはぐくむと
ともに、地域で地域の子どもを育てる仕組みづくりを行
う。内容は、講義や体験活動、ミニ社会体験、発表・交
流。

こども 新規

昨年度は
学びの協
働ネット
ワーク推
進事業と
して実施

生涯学習推
進担当

歴史と民俗の博物
館

博物館友の会共催
事業

講演会、講習会等を実施。 文化、学術 継続 企画担当

自然の博物館
（普及事業の一部）
野外観察会等の開
催

野外観察会と交流会を共催した。
 ・対象は、友の会会員　定員17～27名/年6回
 ・企画実施は博物館友の会とで協力
　平成２３年度は、これらのイベントに運営補助のボラ
ンティアとして、毎回1～２名参加（のべ５名）。

文化、学術 継続 自然担当

加須げんきプラザ
オリエンテーリング
大会

埼玉県オリエンテーリング協会と共催により、県民に健
康増進の機会を提供するため、特設コースを設けオリ
エンテーリング大会を実施した。平成23年6月19日実施

スポーツ 継続
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課所名  事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

北部地域振興セン
ター

高校生による地域支
え合いレポート事業

管内（深谷市内）のＮＰＯ法人や地域支え合い活動を、
高校生が体験取材し、大学研究室が運営する地域情
報サイト及び企業が発行する生徒募集情報誌に掲載し
て紹介する。

ＮＰＯ・市民活
動支援

継続
県民生活担
当

広聴広報課
コバトンＰＲキャン
ペーン

［事業内容］
埼玉県マスコット「コバトン」によるＰＲ活動
［参画予定］
コバトンＰＲボランティア（着ぐるみボランティア）
［役割分担］
イベント等で、コバトンの着ぐるみに入って埼玉県の魅
力をＰＲ

まちづくり 継続
魅力発信担
当

文化振興課
アーティストボラン
ティアコンサート

ボランティアとして演奏活動を希望する音楽家に、
「アーティストボランティアバンク」に登録いただき、登録
音楽家の協力を得て、　社会福祉施設や病院に長期に
わたり入所・入院するなど、日頃コンサート会場に出か
けることが困難な方に、音楽鑑賞の機会（「アーティスト
ボランティアコンサート」）を提供する。コンサート開催回
数２５４回

文化、学術 継続
文化事業・ﾕﾆ
ﾊﾞｰｻﾙデザイ
ン担当

防犯・交通安全課
交通安全ボランティ
ア協働事業費

交通安全ボランティア（交通安全まなび隊）の募集、登
録、派遣を行う。

防災、防犯、
交通安全

継続
安全教育・指
導担当

防犯・交通安全課
交通死亡事故ゼロ
大作戦事業費

①民生委員や交通安全母の会会員が高齢者宅を訪問
し、交通安全や防犯等について啓発活動を行う。②交
通安全指導者として高齢者を委嘱し、講習会や街頭啓
発活動等を実施してもらい、高齢者を交通事故から守
る意識の高揚を図る。

防災、防犯、
交通安全

継続
安全教育・指
導担当

⑤事業協力（ＮＰＯと県とが協力して、一定期間、継続的に事業を実施する方法）
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課所名  事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

⑤事業協力（ＮＰＯと県とが協力して、一定期間、継続的に事業を実施する方法）

防犯・交通安全課

（交通ボランティア協
働事業費の一部）幼
児交通安全指導者
研修会・母親大会の
開催

交通安全思想の普及を図るため、交通安全母の会と県
の共催により実施。会場使用料、講師謝金などを県が
負担する。

防災、防犯、
交通安全

継続
安全教育・指
導担当

防犯・交通安全課
交通安全ボランティ
ア協働事業費

交通安全ボランティア（交通安全まなび隊）の募集、登
録、派遣を行う。

防災、防犯、
交通安全

継続
安全教育・指
導担当

防犯・交通安全課
交通死亡事故ゼロ
大作戦事業費

①民生委員や交通安全母の会会員が高齢者宅を訪問
し、交通安全や防犯等について啓発活動を行う。②交
通安全指導者として高齢者を委嘱し、講習会や街頭啓
発活動等を実施してもらい、高齢者を交通事故から守
る意識の高揚を図る。

防災、防犯、
交通安全

継続
安全教育・指
導担当

防犯・交通安全課

（交通ボランティア協
働事業費の一部）幼
児交通安全指導者
研修会・母親大会の
開催

交通安全思想の普及を図るため、交通安全母の会と県
の共催により実施。会場使用料、講師謝金などを県が
負担する。

防災、防犯、
交通安全

継続
安全教育・指
導担当

男女共同参画推
進センター

さいがい・つながりカ
フェ

平成２３年９月から月に２回のペースで、主に埼玉県内
に滞在されている被災者の方のつながりづくりを目的
にカフェを開催した。

人権、男女共
同参画

新規 事業担当

男女共同参画推
進センター

（男女共同参画推進
センター運営費の一
部）サポートスタッフ
運営事業

〔内容〕県民のボランティア活動及び社会参加へのス
テップアップを支援するため、サポートスタッフを設置す
る（ライブラリー情報紙、運営活動への参加等）

人権、男女共
同参画

継続 管理担当
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課所名  事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

⑤事業協力（ＮＰＯと県とが協力して、一定期間、継続的に事業を実施する方法）

危機管理課
（防災体制整備費の
一部）災害ボランティ
ア登録制度

平成８年度から災害ボランティア活動を行う意欲のある
個人又は団体の登録を受け付けている。
【４月１日現在登録数】個人：３０４人、団体：４２団体

防災、防犯、
交通安全

継続
災害ボラ
ンティア
保険料

地震対策担
当

化学保安課
いつでも・どこでも炊
出訓練応援隊

防災訓練での非常食炊出指導。市町村又は自治会主
催の防災訓練において、非常食炊出訓練を併せて実
施する場合に、要請に応じて助言・指導を行う。

防災、防犯、
交通安全

継続
液化石油ガ
ス担当

温暖化対策課

（地球温暖化対策事
業者計画制度推進
費の一部）中小事業
者向け「やさしいＣＯ
2削減シート」の作
成、普及

中小事業者の省エネの取組を促進するため、NPO法人
彩の国環境活動推進会等と協力し、簡易な取組・負荷
チェック表を作成して配布した。

環境保全 継続
温暖化対策
計画制度担
当

温暖化対策課 さいたま環境賞
他の模範となる個人、団体、事業者の優れた取組を表
彰し、環境保全への意識を高め、行動を促す。

環境保全 継続
エコライフ推
進担当

温暖化対策課
埼玉夏の節電コン
ソーシアム・2011

ＮＰＯ、大学教授、市町村と一緒にコンソーシアムを組
織し、夏の節電を推進

環境保全 新規
エコライフ推
進担当

自然環境課

自然ふれあい施設
等管理費の一部（さ
いたま緑の森博物
館）

[事業内容]
さいたま緑の森博物館内の雑木林下草刈り、間伐等樹
林地管理、イベント等への協力。
[協力の相手]
ＮＰＯ法人　埼玉森林サポータークラブ、心のふるさと
糀谷八幡湿地保存会
[役割分担]
県が活動の場を提供し、同団体が上記の活動を実施
する。

環境保全 継続
総務・自利対
策・自然ふれ
あい担当
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課所名  事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

⑤事業協力（ＮＰＯと県とが協力して、一定期間、継続的に事業を実施する方法）

自然環境課

自然ふれあい施設
等管理費の一部（自
然学習センター・北
本自然観察公園）

[事業内容]
自然学習センター事業の補助、北本自然観察公園園
地管理の補助。
[実施団体]
自然学習センターにボランティア登録している者
[役割分担]
指定管理者の事業として実施

環境保全 継続

指定管理
者とボラ
ンティア
の協働

総務・砂利対
策・自然ふれ
あい担当

自然環境課

自然ふれあい施設
等管理費の一部（さ
いたま緑の森博物
館）

[事業内容]
さいたま緑の森博物館の自然調査、事業協力
[実施団体]
緑の森倶楽部
[役割分担]
事業協力として実施

環境保全 継続

指定管理
者とボラ
ンティア
の協働

総務・砂利対
策・自然ふれ
あい担当

自然環境課

自然ふれあい施設
等管理費の一部（狭
山丘陵いきものふれ
あいの里センター）

[事業内容]
狭山丘陵いきものふれあいの里の巡視及び自然情報
の収集
[実施団体]
狭山丘陵いきものふれあいの里センターボランティア研
修受講者
[役割分担]
指定管理者の事業として実施

環境保全 継続

指定管理
者とボラ
ンティア
の協働

総務・砂利対
策・自然ふれ
あい担当
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課所名  事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

⑤事業協力（ＮＰＯと県とが協力して、一定期間、継続的に事業を実施する方法）

自然環境課

自然ふれあい施設
等管理費の一部（狭
山丘陵いきものふれ
あいの里センター）

[事業内容]
狭山丘陵いきものふれあいの里での新たな環境教育
の実践を目指したワークショップの開催
[実施団体]
狭山丘陵いきものふれあいの里センター近隣学校の教
職員
[役割分担]
指定管理者の事業として実施

環境保全 継続

指定管理
者とボラ
ンティア
の協働

総務・砂利対
策・自然ふれ
あい担当

みどり再生課

（緑のトラスト運動推
進費の一部）
・緑のトラスト保全地
保全・管理及び緑の
トラスト基金募金・広
報活動
・（財）さいたま緑のト
ラスト協会に対する
補助

県民が主体となって、埼玉の優れた自然や貴重な歴史
的環境を、買取り等の方法により保全しようとする「緑
のトラスト運動」を、（財）さいたま緑のトラスト協会ととも
に進めた。
①緑のトラスト保全地保全・管理及びさいたま緑のトラ
スト基金募金・広報活動（委託）
②（財）さいたま緑のトラスト協会運営費補助（普及啓発
事業費等の補助）
※協会会員の中のボランティアスタッフが、様々な活動
に企画段階から参加した。

環境保全 継続

（実施主
体）
財団法人
さいたま
緑のトラ
スト協会

緑地保全・自
然再生担当

福祉政策課

(福祉のまちづくり普
及推進事業費の一
部）埼玉県福祉のま
ちづくり普及啓発事
業

障害者用駐車場マナーアップキャンペーンをはじめとし
た。心のバリアフリーについて、障害者団体等と協働で
啓発活動を実施した。（１団体３回）

福祉 継続
政策企画担
当

社会福祉課

（ホームレス自立支
援事業費の一部）
ホームレス総合相談
会

ホームレスに対し、健康診断会を実施するともに、専門
相談を行う「ホームレス総合相談会」を、ＮＰＯ、ボラン
ティア、行政の共同により実施し、１回目１９名、２回目
１１名の参加があった。

福祉 継続
医療保護・
ホームレス対
策担当
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課所名  事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

⑤事業協力（ＮＰＯと県とが協力して、一定期間、継続的に事業を実施する方法）

障害者福祉推進
課

身体・知的障害者相
談事業費

身体障害者相談員及び知的障害者相談員等を設置
し、身体障害者及び知的障害者の生活、職業及び結婚
等の相談に応じることで社会的自立の促進を図る。
市福祉事務所長又は町村長の推薦により知事が委嘱
身体障害者相談員　２０２人　知的障害者相談員　１３
３人
・手当　年額２０，０００円、ボランティア保険の加入

福祉 継続
就労移行担
当

精神保健福祉セン
ター

精神保健福祉セン
ターボランティア

精神障害者の社会復帰訓練施設（けやき荘）入所者の
社会復帰プログラムに、ボランティア団体が参加し、調
理やスポーツの指導等に当たる。

福祉 継続
生活支援担
当

少子政策課
高齢者子育て支援
事業

地域貢献活動を行っている高齢者に、放課後児童クラ
ブにおいて、本の読み聞かせや昔遊び等行ってもらう。

こども 継続
子育て環境
整備担当

少子政策課
お父さん応援講座事
業

〔事業内容〕
父親の子育て参加を促進するため、企業等からの依頼
に基づきNPOに講師派遣を依頼して「お父さん応援講
座」を開催する。
〔協力の相手方〕
新座子育てネットワーク
〔実施方法〕
講師の派遣実績に基づき、謝金で対応する。

こども 継続
子育て環境
整備担当

医療整備課
こどもの健康、みん
なで支え愛事業

子育て関係のＮＰＯ等と連携して、「急病対応のガイド
ブック」等を用いた研修会を実施し、子どもの急病時に
役立つ知識の普及啓発を図る。３０回実施、９１０人参
加。

保健、医療 継続
地域医療対
策担当
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課所名  事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

⑤事業協力（ＮＰＯと県とが協力して、一定期間、継続的に事業を実施する方法）

生活衛生課

（動物の正しい飼い
方指導事業の一部）
動物愛護推進員活
動

地域住民に対し動物の愛護や適正飼養に関する助言
を行う動物愛護推進員を、動物愛護に熱意と識見を有
する民間人に委嘱する。平成23年度は、県関係機関、
動物愛護団体、獣医師関係団体等から推薦並びに一
般県民からの公募により委嘱を行い、更なる増員を図
る。
①平成２３年度動物愛護推進員数　１２９名（実績）

保健、医療 継続
総務・動物指
導担当

生活衛生課

（動物の正しい飼い
方指導事業の一部）
アニマルセラピー活
動

社会福祉施設等に対しアニマルセラピー活動を実施す
るとともに、民間主導によるセラピーを推進するため、
ボランティアの育成を図る。
①動物愛護ボランティア数（アニマルセラピーボランティ
アを含む）数　１２９名（実績）

保健、医療 継続
総務・動物指
導担当

薬務課

（計画献血者確保対
策事業費の一部）
①若年層献血者確
保対策事業費
②若年層の献血の
普及事業
③愛の献血助け合
い運動

①献血キャンペーンの実施
　 血液が不足しがちな冬季にキャンペーンを展開し、
   若年層を中心に、広く県民各層に献血の普及を図
る。
　・クリスマス献血キャンペーン（１２／１～１２／２５）
  ・はたちの献血キャンペーン（１／１～２／２９）
②若年層の献血の普及
   次世代を担う若年層に対し、献血の正しい知識の普
及を図る。
③愛の血液助け合いの集い
  ・８月８日(月)埼玉会館　献血協力者等の表彰、体験
発表など

保健、医療 継続
献血・温泉・
薬事情報担
当

薬務課

（薬用植物普及指導
事業の一部）
薬草ボランティア事
業

  秩父ミューズパーク薬用植物園を活動拠点として、薬
用植物の植栽管理、啓発イベントの実施、希少薬草の
保護育成などを通じ薬草・薬木の語り部を育成する。
  ①薬草ボランティア数　14名

保健、医療 継続
薬物対策担
当
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課所名  事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

⑤事業協力（ＮＰＯと県とが協力して、一定期間、継続的に事業を実施する方法）

森づくり課
県民参加による里
山・平地林再生事業

放置された里山・平地林の整備や森林の少ない地域で
の森林造成を、NPO・ボランティアの協力を得て実施す
る。

環境保全 継続

森林企画担
当
森林活動支
援担当

森づくり課
森林管理道景観美
化活動

[事業内容]
森林管理道周辺の森林に投棄されたゴミの回収や、森
林管理道脇の雑草木の除去を行い、森林の景観をよく
する。
[対象]
県・市町村・関係団体・地元住民等が協働で実施

環境保全 継続
治山・森林管
理道担当

道路環境課

埼玉県道路協会の
道路パートナーによ
る道路徒歩安全点
検

埼玉県道路協会の道路パートナー（県及び市町村職員
ＯＢ）が、歩道を歩きながら道路施設、附属物などの状
況を点検し、その点検結果を所管の県土整備事務所に
報告した。
・実施期間：平成２３年１０月２５日～１１月１７日
・１２県土整備事務所管内で実施
・参加者１００名
・報告箇所数：１４１カ所

環境保全 継続 総務担当

道路環境課
埼玉県ロードレポー
ター

県と協定を結んだ企業・団体の方々に県管理道路の損
傷箇所をボランティアで近くの県土整備事務所に通報
してもらう制度。
・新規登録数　　２０社
・新規登録車輌台数　９１６台

環境保全 継続 管理担当

水辺再生課
 （川の再生県民運動
推進費の一部）
川の再生交流会

［事業内容］
川の再生に向けた取組の発表や意見交換
［対象］
川の再生に参加している地域住民、河川愛護団体など

環境保全 継続 総合調整・地域連携担当

水辺再生課

 （川の再生県民運動
推進費の一部）
カヌークルージング
イベント

［事業内容］
水辺からまちを見せることで、川の魅力を実感してもら
う
［対象］
一般県民

環境保全 新規 総合調整・地域連携担当
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課所名  事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

⑤事業協力（ＮＰＯと県とが協力して、一定期間、継続的に事業を実施する方法）

水辺再生課
 （川の再生県民運動
推進費の一部）
川の活動発表会

［事業内容］
川の再生に向けた取組の発表
［対象］
川の再生に参加している地域住民、河川愛護団体など

環境保全 新規 総合調整・地域連携担当

水辺再生課
 （川の再生県民運動
推進費の一部）
パネルキャラバン

［事業内容］
パネル展示により意識啓発を図り、水辺のサポーター
への参加を促す
［対象］
一般県民

環境保全 新規 総合調整・地域連携担当

水辺再生課

 （川の再生県民運動
推進費の一部）
川の守り人リーダー
育成スクール

［事業内容］
地域住民活動を根付かせ、継続していくために川の守
り人のりリーダーを育てる
［対象］
川の再生に参加している地域住民、河川愛護団体など

環境保全 新規 総合調整・地域連携担当

水辺再生課
 （川の再生県民運動
推進費の一部）
河川美化活動支援

［事業内容］
川の美化活動の安定継続を図るための活動支援
［対象］
川の美化活動に参加している地域住民、河川愛護団
体など

環境保全 新規 総合調整・地域連携担当

道路環境課
ぐるっと埼玉サイク
ルネットワーク構想

整備するルートを実際に県内大学のサイクリング部に
自転車で走行してもらい、利用者の視点による感想や
意見、情報を県に提供してもらう。
（連携大学）
埼玉大学サイクリング部（さいたま市）
東洋大学川越体育会自転車部（川越市）
獨協大学体育会自転車部（草加市）
立正大学サイクリング同好会（熊谷市）

まちづくり 新規 道路環境担当
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課所名  事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

⑤事業協力（ＮＰＯと県とが協力して、一定期間、継続的に事業を実施する方法）

公園スタジアム課
公園内の花壇の維
持管理

大宮公園以外の県営公園の管理は、平成１８年度から
指定管理者が行っており（大宮公園第二、第三公園は
指定管理者）、公園管理に係るボランティア活動も各公
園の指定管理者が中心となって運営している。公園ボ
ランティアの活動は、公園毎に、活動内容や活動頻度、
活動参加者数が大きく異なるが、指定管理者側と参加
者側で、活動方針について話し合い運営している。

街路・公園管
理

継続
公園管理・ス
タジアム担当

公園スタジアム課

まつぶし緑の丘公園
水辺づくりプロジェク
ト
（公園等建設費の一
部）

まつぶし緑の丘公園のトンボ池（自然観察園）周辺の
管理等の作業や里山周辺に植樹するどんぐりの苗づく
りをボランティアとの協働により４回行った。

街路・公園管
理

継続
公園計画・事
業担当

公園スタジアム課

県民と協働の公園づ
くり（未整備区域で県
民と協働でお花畑整
備）
（公園等建設費の一
部）

県営公園の未整備区域において、県民との協働でお花
畑づくりなどのパートナーシップ型整備を２公園で実施
した。

街路・公園管
理

継続
公園計画・事
業担当

大宮公園事務所
サクラ活性化対策事
業

大宮公園（自由広場）のサクラを対象に桜守ボランティ
アの活動日を決め、サクラの活性化を図るための補助
的な作業５回行った。

街路・公園管
理

継続 施設担当

生徒指導課

（自分発見！高校生
感動体験プログラム
事業の一部）
フレッシュ高校生社
会体験活動プログラ
ム

[事業内容]
プログラム実施校の１年生全員が５日間の就労体験を
実施した。
・企業、福祉施設などでの体験活動を実施した。

こども 継続
非行・中退防
止担当

生徒指導課

（いじめ・不登校対策
相談事業の一部）
スチューデントサ
ポーター配置事業

[事業内容]
市町村立中学校の相談室等に登校する不登校傾向の
児童生徒に対応するため、大学生をボランティアとして
派遣した。
・中学校の相談室、教育支援センターに８９名派遣
・傷害保険料を県が負担。

こども 継続

総務・登校支
援心の教育
担当
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課所名  事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

⑤事業協力（ＮＰＯと県とが協力して、一定期間、継続的に事業を実施する方法）

特別支援教育課
「生きる力」と絆を育
てるノーマライゼー
ション教育推進事業

特別支援学校を将来にわたって支えるボランティアの
育成を図る。

福祉 継続
ノーマライ
ゼーション教
育推進担当

生涯学習文化財
課

（埼玉県芸術文化祭
開催費の一部）芸術
文化ふれあい事業
の実施

学校や公民館など身近な施設で、県内芸術文化団体
による「体験型」の公演や実技指導等を実施し、児童生
徒や地域住民と共に演じ、唄い、創るなどの交流を通し
て、芸術文化活動の楽しさを実感してもらった。ふれあ
い事業バンク（指導者）に登録されているのは、県内芸
術文化団体の方々である。

文化、学術 継続
芸術文化推
進担当

生涯学習文化財
課

（埼玉県芸術文化祭
開催費の一部）第６
１回埼玉県美術展覧
会の開催

埼玉県美術展覧会の運営について、芸術に興味のあ
る県内高校生に協力していただいた。作業内容として
は、搬出入時における作品の運搬、会期中の作品の監
視、観覧者に対する案内などであった。

文化、学術 継続
芸術文化推
進担当

スポーツ振興課
スポーツリーダーバ
ンク事業・スポーツボ
ランティア事業

スポーツ活動指導者等を3,740人登録し、県民からの要
請に応じ適切な登録者を紹介した。また、スポーツボラ
ンティアを5,336人登録し、ボランティアを募集している
大会の情報を16件提供した。

スポーツ 継続

スポーツ
総合セン
ター運営
委託事業
の一部と
して実施

生涯スポーツ
担当

浦和図書館 「おはなし会」開催
幼児を対象とした「おはなし会」を実施。ボランティア団
体の協力を得ておはなし、絵本の読み聞かせを実施。
（年４８回程度開催）

こども 継続
社会科学資
料担当
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⑤事業協力（ＮＰＯと県とが協力して、一定期間、継続的に事業を実施する方法）

浦和図書館
「絵本とわらべうた
まめっちょ」開催

２・３歳児とその保護者を対象とし、絵本の読み聞か
せ、季節のわらべうたに合わせて手遊びなどを行う。ボ
ランティア団体の協力を得て実施。（年１０回）

こども 継続
社会科学資
料担当

浦和図書館
図書館ショーケース
のディスプレイ

子ども室入口のショーケースを利用し、絵本などをモ
チーフにしたディスプレイを設営。ボランティアが製作・
設営。（年１回程度入れ替え）

こども 継続
社会科学資
料担当

浦和図書館
「やって納得！　情
報の探しかた講座」
開催

パソコン初心者を対象に、インターネットを活用した情
報の探しかた、図書館資料の検索方法等をボランティ
アの協力を得て講習する。（年８回）

文化、学術 継続
社会科学資
料担当

熊谷図書館 「おはなし会」の開催
４才以上を対象とした「おはなし会」を、語り手としてボラ
ンティア団体を活用して実施する。

こども 継続
図書館振興・
児童担当

熊谷図書館 視聴覚資料の点検
ＣＤ、カセットテープの音飛びなどの状態確認やＤＶＤ，
ビデオ等の映像の乱れの確認作業を行う。
ボランティア保険は県が負担。

文化、学術 継続
視聴覚資料
担当

熊谷図書館 翻訳ボランティア
利用案内、館内の掲示やお知らせを日本語から中国
語と韓国・朝鮮語に翻訳する。
ボランティア保険は県が負担。

文化、学術 継続
海外資料担
当

熊谷図書館
書架整理ボランティ
ア

人文科学資料及び参考図書の書架を確認し、配列の
乱れを整える作業を行う。
ボランティア保険は県が負担。

文化、学術 新規
人文科学資
料担当
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久喜図書館 「おはなし会」開催
幼児・児童を対象とした「おはなし会」を毎週土曜日実
施。ボランティア団体の協力を得ておはなし、絵本の読
み聞かせ等を行う。（年41回開催）

こども 継続
子ども読書推
進担当

久喜図書館
「おおきなおはなし
会」開催

幼児・児童を対象とした「おおきなおはなし会」を４月２３
日の子ども読書の日に合わせて実施。ボランティア団
体の協力を得ておはなし、絵本の読み聞かせ等を行
う。（4月23日開催参加人数156人）

こども 継続
子ども読書推
進担当

久喜図書館

（図書館サービス運
営費の一部）おはな
しボランティア指導
者派遣

小学校等で、絵本の読み聞かせやおはなしなどの活動
を行っているボランティア団体・グループに対し、絵本
の読み聞かせとストーリーテリングのアドバイスを行う
ため、当館にボランティア登録している「おはなしボラン
ティア指導者」（39名登録）を派遣する。（派遣人数34
人）

こども 継続
子ども読書推
進担当

久喜図書館

（図書館サービス運
営費の一部）子ども
読書支援ボランティ
ア

子ども読書支援センター活動の一環として、子ども読書
に関する情報の収集を行う。（11名登録）
ボランティア保険は県が負担

こども 継続
子ども読書推
進担当

久喜図書館
（図書館サービス運
営費の一部）布絵本
の製作

布絵本製作ボランティアが障害のある子どものための
布絵本の製作や修理を行う。（18名登録）
ボランティア保険は県が負担

こども 継続
子ども読書推
進担当

久喜図書館 図書配架
公開図書室の返却図書の配架作業を行った。
実績：延べ101人

文化、学術 新規
芸術・文学資
料担当
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久喜図書館
映画会開催のサ
ポート

映画会ちらしの作成・配布、映画会開催時の会場整理
等を行った。
実績：延べ52人

文化、学術 継続
芸術・文学資
料担当

歴史と民俗の博物
館

展示解説ボランティ
アの活動支援

常設展示室で展示解説を行うボランティアのスキルアッ
プ研修等を実施し、その活動を支援。

文化、学術 継続
常設展示担
当

歴史と民俗の博物
館

（ゆめ・体験ひろば事
業の一部）体験学習
ボランティア制度の
運営

体験学習ゾーン「ゆめ・体験ひろば」で活動する体験学
習ボランティアのスキルアップ研修等を実施し、その活
動を支援。

文化、学術 継続
学習支援担
当

さきたま史跡の博
物館

（展示事業の一部）
展示解説のサポート

・展示室や古墳群の解説を補助的に実施。主に団体向
け。
・ボランティア保険は県が負担。

文化、学術 継続
広報・学習支
援

さきたま史跡の博
物館

（その他）
教育普及事業のサ
ポート

・教育普及事業のサポート。役割や人員は、事業ごとに
設定。
・さきたま体験工房での活動が主。
・ボランティア保険は県が負担。

文化、学術 継続
広報・学習支
援

さきたま史跡の博
物館

（公園管理の一部）
環境整備業務のサ
ポート

・環境整備業務（除草や花木の植え替え等）のサポート
・ボランティア保険は県が負担

環境保全 継続
総務・公園管
理

嵐山史跡の博物
館

（教育普及事業の一
部）ボランティア・
ティーチャー

・高校生を対象とし、当館主催の小中学生対象の教育
普及事業実施の際の補助、また図書整理などの学芸
員の補助業務を行う。(40名登録　年１７回実施）
・ボランティア保険は県が負担

文化、学術 継続 学芸担当
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嵐山史跡の博物
館

(教育普及事業の一
部）サポーター・クラ
ブ

・一般（大学生以上）を対象とし、当館主催の教育普及
事業実施の際の補助、また展示室・館跡の解説、資料
整理の際の学芸員の補助業務を行う。（11名登録）
・ボランティア保険は県が負担

文化、学術 継続 学芸担当

嵐山史跡の博物
館

（博学連携事業の一
部）ちょこっと・ボラン
ティア

・嵐山町立菅谷中学校と連携し、敷地内・建物内の清
掃作業活動などを行う。（20人参加）

文化、学術 継続 学芸担当

嵐山史跡の博物
館

（教育普及事業の一
部）野外歴史教室等
実施の際のサポート
スタッフ

・埼玉県城郭探訪会と連携し、歴史講座・野外歴史教
室などを実施する際の補助業務を行う。（11名登録）
・ボランティア保険は埼玉県城郭探訪会が負担

文化、学術 継続 学芸担当

近代美術館

（美術館管理運営費
の一部）
美術館サポーターの
活動

美術館サポーターが来館者の鑑賞を支援するため、常
設展の作品解説を行う。資質向上のための研修会も開
催する。
・美術館サポーター２４人
・ボランティア保険は県が負担

文化、学術 継続
教育・広報担
当

近代美術館

（美術館管理運営費
の一部）
教育・普及サポート
スタッフ

教員及び学生のボランティアにより、館の教育普及事
業の支援を行う。役割はプログラムごとに設定する。
・教育普及サポートスタッフ１２８人
・ボランティア保険は県が負担

文化、学術 継続
教育・広報担
当

近代美術館
（美術館管理運営費
の一部）
彫刻ボランティア

美術館所蔵の野外彫刻のメンテナンスを協働して行う
ボランティアを育成する。
・彫刻ボランティア１６人
・ボランティア保険は県が負担

文化、学術 継続
常設展・収蔵
品担当
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自然の博物館

（資料整理事業 ）
植物標本整理・地質
（岩石プレパラート）
標本作成

ボランテｲアによる資料整理作業。専門分野の資料に
ついて、高度な知識や技術により標本の同定をおこ
なった。
・登録・標本作成作業等をおこなった。
・平成２３年度は、植物分野３名、地質分野が３名で活
動した。

文化、学術 継続 自然担当

文書館

（文書館管理運営費
の一部）
文書資料保存活動
ボランティアの育成・
活用

収蔵古文書の保存状況を点検し、軽微な損傷のあるも
のに簡単な補修を施した。ボランティア１４名が職員と
共に従事した。年間４０回の活動を実施した。なお、ボ
ランティア保険は県が負担。

文化、学術 継続 古文書担当

加須げんきプラザ 専門サポーター
うどん・テニス・陶芸サポーター（ボランティア）による体
験活動を支援をする。（うどんサポ30人・テニスサポ６
人・陶芸サポ２人）

文化、学術 継続

さいたま文学館

（さいたま文学館運
営費の一部）小学生
対象プログラム「お
話の部屋」

小学生を対象とした読み語りの事業に、語り手としてボ
ランティア団体を活用して実施した。

こども 継続

生涯学習文
化財課　芸術
文化推進担
当

さいたま文学館

（さいたま文学館運
営費の一部）文学活
動費・普及事業費・
文学館サポーター

文学館サポーター（ボランティア）による展示解説を行っ
た。
・文学館サポーター13人
・ボランティア保険は県が負担

文化、学術 継続

生涯学習文
化財課　芸術
文化推進担
当

少年課
（少年非行防止対策
経費の一部）
少年指導委員

少年の育成活動に熱意と活動力等を有する人材を少
年指導委員として委嘱し、風俗環境が及ぼす影響から
少年を守るため、助言、広報啓発活動を行った。

こども 継続
少年課
補導育成
第一係
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少年課

(少年非行防止対策
経費の一部）
少年非行防止学生
ボランティア

県内に居住又は県内に所在する大学の学生（大学院
生を含む）のうち19大学の大学生・大学院生123名を埼
玉県警察少年非行防止学生ボランティア（呼称ピアー
ズ）として委嘱し、街頭における非行防止キャンペーン、
非行防止教室のアシスタントなど、少年の非行防止、
健全育成の活動を行った。（実施回数26回、参加者121
名。いずれも延べ数）

こども 継続
少年課
補導育成
第ニ係

少年課

（少年非行防止対策
経費の一部）
サイバーボランティ
ア

インターネットに精通し少年相談に知識を有する少年指
導委員２名が、出会い系サイトなどインターネット上に
はん濫している少年に有害な情報を発見するなどの非
行防止や犯罪被害抑止の活動を行った。

こども 継続
少年課
補導育成
第一係

少年課

（少年非行防止対策
経費の一部）
少年の社会活動参
加推進委員

少年問題に理解と熱意があり、指導的な活動ができる
人材390名を少年の社会参加活動推進委員として委嘱
した。委員は主に４つの分野（地域安全活動、社会奉
仕活動、体育・スポーツ活動、体験活動等）において少
年による社会参加活動を行った。（実施回数3,142回、
参加者97,048名）

こども 継続
少年課
補導育成
第一係

少年課
嘱託少年柔道剣道
教室指導者

各警察署で実施している「少年柔道剣道教室」の指導
体制を充実強化するため、指導者として警察官のほ
か、柔道指導者53名、剣道指導者106名の計159名を
嘱託柔道剣道教室指導者として委嘱し、連携して少年
の指導にあたった。

こども 継続
少年課
補導育成
第一係

生活安全企画課
地域安全安心ステー
ション推進事業

地域における自主防犯活動の基盤の整備と住民等に
よる自主防犯活動の活性化を図ることを目的として実
施しているもので、平成23年度も計25地区（団体）を指
定して、パトロール用品の無償貸付などの支援を実施
した。

防災、防犯、
交通安全

継続

生活安全企
画課
地域安全対
策第一係

41 ページ



課所名  事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

⑤事業協力（ＮＰＯと県とが協力して、一定期間、継続的に事業を実施する方法）

生活安全企画課
若い世代の参加促
進を図る防犯ボラン
ティア支援事業

若い世代の自主防犯活動への参加促進並びに活動を
通じた若年層への規範意識及び防犯意識の向上を図
ることを目的として結成されたヤングボランティア「クリッ
パーズ」に、パトロール用品の無償貸与、防犯講習等
の実施、各種イベントの参加の呼びかけ等の支援を実
施した。

防災、防犯、
交通安全

継続

生活安全企
画課
地域安全対
策第一係

生活安全企画課
現役世代の参加促
進を図る環境づくり
支援事業

現役世代が自主防犯活動に参加しやすい環境づくりを
促進することにより、自主防犯活動を幅広い世代の参
加を得た活動へと発展させるとともに、活動の一層の
活性化と定着化を促進することを目的として、現役世代
が参加するボランティア団体として警察庁から指定され
た「陣屋町内会自主防犯ボランティア」にパトロール用
品の無償貸与、地域安全情報の提供、防犯講習等を
実施した。

防災、防犯、
交通安全

新規

生活安全企
画課
地域安全対
策第一係

サイバー犯罪対策
課

埼玉県警察ネット防
犯パトロールボラン
ティア

埼玉県警察ネット防犯パトロールボランティアの登録者
によるインターネット上における違法情報の発見と警察
への通報により、サイバー犯罪対策を推進した。

防災、防犯、
交通安全

継続

サイバー犯罪
対策課
サイバー犯罪
対策係
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文化振興課
文化芸術拠点創造
事業

利用されていない歴史的建造物や工場、空き教室、空
き店舗などを地域の文化芸術拠点として改修整備する
取組や、またこうした拠点で行う観光客誘致につながる
ような魅力的な文化イベントに助成金を交付する。ハー
ド整備3件、イベント助成6件

文化、学術 新規 文化振興担当

文化振興課

(埼玉県文化振興基
金による助成事業)
文化活動サポート団
体助成事業

　ＮＰＯ法人等の民間団体が実施する文化芸術活動の
うち、指導者の育成や民間団体相互の連携を目指した
活動など、民間団体が他の民間団体や個人に対して支
援を行う活動に対し助成を行う。
補助率１/2、上限１００万円、補助件数4件

文化、学術 継続 文化振興担当

消費生活課
消費者団体活動促
進費補助

消費者基本法や県条例に定める消費者団体の役割を
果たすため、県域消費者団体が行う活動に補助する。
（補助対象事業）①消費者大会開催事業②消費者団体
の特質を活かした事業

商工農業、労
働、経済

継続
総務・企画調整
担当

消費生活課
消費者団体活動促
進費補助

消費者基本法や県条例に定める消費者団体の役割を
果たすため、県域消費者団体が行う活動に補助する。
（補助対象事業）①消費者大会開催事業②消費者団体
の特質を活かした事業

商工農業、労
働、経済

継続
総務・企画調整
担当

防犯・交通安全課
防犯のまちづくり支
援事業（埼玉県ふる
さと創造資金）

市町村が行う、自主防犯パトロール活動等への支援事
業に対して補助した。

防災、防犯、
交通安全

継続 防犯事業担当

男女共同参画課

（ドメスティック・バイ
オレンス総合対策事
業費の一部）民間団
体育成事業費補助
金

[内容]ＤＶ被害者支援活動を行う民間支援団体に対
し、事業費の一部を補助する。
[対象]県内でＤＶ被害者支援活動を行っている民間支
援団体
[選定方法]申請書及び添付資料による書面審査

人権、男女共
同参画

継続 ＤＶ対策担当

⑥補助（ＮＰＯと県との共通の目的を達成するための公金配分）
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⑥補助（ＮＰＯと県との共通の目的を達成するための公金配分）

ＮＰＯ活動推進課
NPO活動促進助成
事業

［事業内容］
・みんなでサポート事業
助成対象　団体希望寄附金制度による寄附希望が
あった団体
助成額　１団体あたり上限１，０００万円（年度あたり）
・ＮＰＯ活動サポート事業
助成対象
（分野指定枠）申請する分野が、定款に定める活動分
野と一致していること
（ネーミング事業）申請する分野が、定款に定める活動
分野と一致していること
助成額
（分野指定枠）　５０・１００万円
（ネーミング）５０、６０万円
補助率　（分野指定枠）4/5
　　　 　　（ネーミング）10/10
選定方法　埼玉県NPO活動促進助成運営委員会の書
類審査と公開プレゼンテーションによる審査を経て、交
付団体を決定

ＮＰＯ・市民活
動支援

継続 ＮＰＯ活動担当

ＮＰＯ活動推進課
NPO元気なまちづく
り助成事業

［事業内容］
（財）民間都市開発推進機構からの拠出金を活用して、
ＮＰＯが行うハード整備事業に特定した助成を行う。
・活動拠点の整備事業
対象事業　住民交流を促進するために、県内に新たな
活動拠点を整備する事業
助成額　上限２００万円（事業費の４／５）
・地域資源の活用事業
対象事業　歴史や自然など地域の資源を再評価し、郷
土の誇るべき魅力として「まちづくり」に活かすＮＰＯの
活動で、県内に施設を整備する事業
助成額　上限６００万円（事業費の４／５限度）

ＮＰＯ・市民活
動支援

継続 ＮＰＯ活動担当
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⑥補助（ＮＰＯと県との共通の目的を達成するための公金配分）

ＮＰＯ活動推進課
地域課題解決型協
働事業

[事業内容]
ＮＰＯと多様な主体が協働して地域課題を解決する事
業
（助成額）　３０万円以内

ＮＰＯ・市民活
動支援

新規 ＮＰＯ活動担当

ＮＰＯ活動推進課
市町村・ＮＰＯ等協働
モデル推進事業

ＮＰＯと市町村など多様な主体が協働して地域の課題
解決に取り組む事業への支援
助成額　上限４００万円　下限１００万円
補助率１０／１０

ＮＰＯ・市民活
動支援

新規 ＮＰＯ活動担当

温暖化対策課

（太陽光発電拡大プ
ロジェクト推進事業
費の一部）市民共同
太陽光発電補助事
業

ＮＰＯ等が公共的施設に太陽光発電設備を設置する場
合の設置に要する経費の一部を補助した。

環境保全 継続
エコエネルギー
推進担当

みどり再生課
みどりの埼玉づくり
県民提案事業

［補助対象］
 ＮＰＯ、ボランティア等の団体、県内企業が実施するみ
どりの保全と創出を目的とした事業
［補助額］
 上限１５０万円
 （５０万円以下10/10、５０万円超える部分1/2）
［選定方法］
 県みどりの再生県民会議の審査を経て選定。[23年度
補助団体数］５５

環境保全 継続
総務・総合調
整・基金担当

みどり再生課

（身近な緑の保全・
創出事業費の一部）
里の山守活動支援
事業

ふるさと埼玉の緑を守り育てる条例による「市民管理協
定」を締結したNPO等に対して緑地保全活動に要する
経費の一部を補助した。
補助団体　４団体

環境保全 継続
緑地保全・自然
再生担当

みどり再生課

（ふるさと自然再生
事業費の一部）
くぬぎ山地区平地林
保全促進事業

くぬぎ山地区の平地林保全に取り組むボランティア団
体に対し、保全活動に要する経費を補助した。
補助団体　３団体

環境保全 継続
緑地保全・自然
再生担当
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⑥補助（ＮＰＯと県との共通の目的を達成するための公金配分）

福祉政策課

（豊かな地域福祉づ
くり推進事業費の一
部）豊かな地域福祉
づくり推進事業補助
金

〔補助対象事業〕活動対象を埼玉県全域とし、若しくは
波及効果が県全域に期待できる活動で、継続性、発展
性が見込まれる事業
（１）住民の支え合いによる福祉サービス提供事業
（２）地域福祉事業の担い手を養成する研修事業
（３）その他福祉的課題に取り組む事業
〔補助上限額〕１００万円（補助率２／３）
〔選定方法〕書面審査（１次審査）と公開プレゼンテー
ションによる審査（２次審査）（埼玉県シラコバト長寿社
会福祉基金運営部会による審査）
〔23年度補助団体数〕３

福祉 継続
地域支え合い
推進担当

福祉政策課

（地域支え合いの仕
組み推進事業費の
一部）地域支え合い
の仕組み推進事業
補助金

（共助社会づくり課に事務移管）
（共助社会づく
り課に事務移
管）

社会福祉課

ホームレス自立支援
事業費の一部）
特定非営利活動法
人活動費助成事業

［補助対象］
ホームレスを対象とした支援活動を行うＮＰＯが、相談
事業、自立支援事業、研修事業等を実施した場合に、
事業に要した経費を助成した。
（平成２３年度実績）
ほっとポット、さいたま自立支援就労支援センターの２
団体に助成を行い、元ホームレスとの食事会や職業訓
練の場となるモデル農園づくりなどの事業を実施した。

福祉 継続
医療保護・ホー
ムレス対策担
当

社会福祉課

ホームレス自立支援
事業費の一部）
特定非営利活動法
人活動費助成事業

［補助対象］
ホームレスを対象とした支援活動を行うＮＰＯが、相談
事業、自立支援事業、研修事業等を実施した場合に、
事業に要した経費を助成する。
［補助額］上限２０万円（補助率２／３）

福祉 継続
医療保護・ホー
ムレス対策担
当
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⑥補助（ＮＰＯと県との共通の目的を達成するための公金配分）

社会福祉課
福祉ボランティア体
験学習事業

県社会福祉協議会及び市町村社会福祉協議会が実施
する福祉ボランティア体験学習事業に対して助成を
行った。

福祉 継続

（実施主
体）
（社福）埼
玉県社会
福祉協議
会・各市
町村社会
福祉協議
会

総務・社会福祉
担当

社会福祉課
埼玉県ボランティア
センター支援事業

県社会福祉協議会が、県内ボランティア活動の促進を
図るために設置する埼玉県ボランティア・市民活動セン
ターが実施する事業に対して助成を行った。

福祉 継続

（実施主
体）
（社福）埼
玉県社会
福祉協議
会

総務・社会福祉
担当

疾病対策課

（ひきこもり対策事業
の一部）
集いの場の整備事
業

［事業内容］
ひきこもりの状態にある者に安心して集える場を提供
し、社会参加と自立への足がかりとするために活動して
いる団体に対し運営費の補助を行う。
［選定方法］
地域で活動している団体を保健所の推薦により決定す
る。

保健、医療 継続
総務・精神保健
担当

疾病対策課

（ひきこもり対策事業
の一部）
集いの場等環境整
備事業

［事業内容］
ひきこも集いの場を運営する民間団体やひきこもりを支
援する団体に対して、運営に必要な環境整備費の補助
を行う。
［選定方法］
集いの場の整備事業補助団体（７か所）及びひきこもり
対策事業委託団体（1団体）

保健、医療 新規
総務・精神保健
担当
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⑥補助（ＮＰＯと県との共通の目的を達成するための公金配分）

農業ビジネス支援
課

農山村交流ビジネス
支援事業

グリーン・ツーリズムに係る情報発信や人材育成等の
取組を通じ、ビジネスとして成立するグリーン・ツーリズ
ムの仕組み作りを支援する。

まちづくり 継続
農地活用・企業
参入支援担当

農業ビジネス支援
課

農との共生田園都市
豊かなくらし満喫事
業

ＮＰＯ等の民間団体が自主的に農村の資源を維持・活
用する実践的な「共助」の取組みについて支援する。

商工農業、労
働、経済

新規 総務・企画担当

森づくり課

(みんなで育てる森づ
くり事業の一部）
県民参加による森づ
くり支援事業

森林ボランティア等の裾野を拡大し、県民参加の森づく
りを普及・発展させるため、森林ボランティアが活動で
きるフィールドの確保や整備計画の策定等に対して補
助する。

環境保全 継続
森林活動支援
担当

森づくり課

(みんなで育てる森づ
くり事業の一部）
県民参加による森づ
くり支援事業

地方公共団体、林業関係団体、森林ボランティア団体
等が組織する団体「埼玉県森づくりサポートセンター」
が、森林づくりに関する活動支援、情報発信・広報活動
を行うのに要する費用を補助する。

環境保全 継続
森林活動支援
担当
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南部地域振興セン
ター

Ｂ
地域講座（南部地
域）（再掲）

ＮＰＯ、企業、市を対象とし、ＮＰＯ活動の理解を深
めるための講座及び交流会を開催した。

ＮＰＯ・市民
活動支援

継続
地域振興・産業
労働・県民生活
担当

南部地域振興セン
ター

Ａ
埼玉県南部ＮＰＯ
ブース（再掲）

安行植木まつり会場に、ＮＰＯ自らＰＲ・情報発信で
きるスペース「埼玉県南部ＮＰＯブース」を提供し、Ｎ
ＰＯ法人の情報発信の場とするとともに、ＮＰＯ法人
の交流、協働への機会となった。

ＮＰＯ・市民
活動支援

新規
地域振興・産業
労働・県民生活
担当

南部地域振興セン
ター

Ｂ ＮＰＯ基礎講座
前年度に設立したＮＰＯ法人を対象として、事業報
告書の作成等に関する研修会を開催するとともに、
意見交換を行った。

ＮＰＯ・市民
活動支援

継続
地域振興・産業
労働・県民生活
担当

南西部地域振興
センター

A、B
彩の国南西部地
域ＮＰＯ連絡会の
運営（再掲）

ＮＰＯ活動の課題解決に向けた協力体制やＮＰＯ法
人間の連携促進について協議し、課題解決のため
の活動を行う。

ＮＰＯ・市民
活動支援

継続
地域振興・産業
労働・県民生活
担当

南西部地域振興
センター

A ＮＰＯ地域講座
NPOの組織運営力の強化・育成を目的として、運営
力向上のための講座を開催する。

ＮＰＯ・市民
活動支援

継続
地域振興・産業
労働・県民生活
担当

東部地域振興セン
ター

Ｃ ＮＰＯ地域講座
NPOの組織運営力の強化・育成を目的として、運営
力向上のための講座を開催する。
利根地域振興センターとの共催。

ＮＰＯ・市民
活動支援

継続 県民生活担当

⑦NPO・ボランティアに対する支援事業
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⑦NPO・ボランティアに対する支援事業

東部地域振興セン
ター

Ａ・Ｂ
交流サロン等の提
供

県民活動の打ち合わせ、学習等の場として、交流サ
ロン及び学習ルームを提供する。また、交流サロン
にボランティア情報コーナーを設け、チラシ等を掲示
し、情報提供を行う。

ＮＰＯ・市民
活動支援

継続 県民生活担当

川越比企地域振
興センター

A・B 交流サロンの提供

交流サロンでは県政資料等を提供するほか、団体
の打ち合わせをするスペースとして利用できる。
ボランティア情報コーナーを設け、パンフレット、チラ
シ等の掲示や情報提供を来庁者・職員向けに行う。
コピー機（有料）を設置し、NPO法人の書類提出時
等の利便性を高める。

ＮＰＯ・市民
活動支援

継続 県民生活担当

川越比企地域振
興センター

A
学習ルームの貸し
出し

平日、ボランティア団体やサークル等に対して、無
料で学習ルームを貸し出す。

ＮＰＯ・市民
活動支援

継続 県民生活担当

川越比企地域振
興センター

A

（県有財産維持管
理共通事業費の
一部）
川越地方庁舎会
議室の休日開放

庁舎会議室を休日に、ボランティア団体等へ有料で
会議室を貸し出す。

ＮＰＯ・市民
活動支援

継続
総務・防災・防
犯担当

川越比企地域振
興センター

C・D
地域活動メンター
の意見交換会（再
掲）

地域活動メンターの活動の中で生じる相談事例の
研究、NPO活動に関する意見交換を通じて、地域の
中間支援的機能を強化する。

ＮＰＯ・市民
活動支援

継続 県民生活担当

川越比企地域振
興センター

C・D
ＮＰＯ研修会の実
施

はじめて事業報告書を提出するＮＰＯ法人を中心に
事業報告書等の作成と併せて、今年度NPO施策、
ＮＰＯ基金についての研修会を実施する。

ＮＰＯ・市民
活動支援

継続 県民生活担当
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⑦NPO・ボランティアに対する支援事業

川越比企地域振
興センター

Ｂ・C
地域講座（川越比
企地域）

ＮＰＯ運営のポイント（資金調達、後継者育成等）の
講座を開催する。

ＮＰＯ・市民
活動支援

継続 県民生活担当

川越比企地域振
興センター東松山
事務所

B・D
ＮＰＯ法人の現場
訪問（再掲）

NPO法人の活動現場に出向き、法人役員等と面談
し、活動情報や行政への要望等を把握するととも
に、情報提供等を行う。

ＮＰＯ・市民
活動支援

継続 県民生活担当

川越比企地域振
興センター東松山
事務所

B・C
ＮＰＯ法人情報交
換会（再掲）

ＮＰＯ法人や県から情報提供を行うとともに、市町村
も含めて情報交換を行い、今後のＮＰＯ法人のあり
方及び運営の参考とする。

ＮＰＯ・市民
活動支援

継続 県民生活担当

川越比企地域振
興センター東松山
事務所

A 活動場所の提供 学習ルームの貸出、交流サロンの提供を行う。
ＮＰＯ・市民
活動支援

継続 県民生活担当

川越比企地域振
興センター東松山
事務所

B・C NPO地域講座
管内ＮＰＯ法人などを対象に、公認会計士を講師に
ＮＰＯ法人の新会計基準や法人運営に関するセミ
ナーを開催した。

ＮＰＯ・市民
活動支援

継続 県民生活担当

川越比企地域振
興センター東松山
事務所

B・C NPO基礎講座
ＮＰＯ法人の事務担当者を対象に､会計・経理事務
処理や事業報告書の作成等基礎知識習得をに向
けた講座を開催する。

ＮＰＯ・市民
活動支援

新規

川越比企
地域振興
センタｰ等
と共催

県民生活担当
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課所名  区分 事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

⑦NPO・ボランティアに対する支援事業

西部地域振興セン
ター

Ｃ 地域講座
NPOの広報力強化・育成を目的として、運営力向上
のための講座を開催する。所沢市と共催で開催。

ＮＰＯ・市民
活動支援

継続
地域振興・県民
生活担当

西部地域振興セン
ター

Ｃ
西部地域ＮＰＯセミ
ナー（再掲）

今年度、事業報告書を作成するＮＰＯ法人を対象
に、事業報告書作成セミナーを開催する。

ＮＰＯ・市民
活動支援

継続
地域振興・県民
生活担当

利根地域振興セン
ター

Ｄ・Ｆ
事業報告書等の
提出に係る受領会

ＮＰＯ法人が毎年度提出する事業報告書等の受領
会を出張会場にて行う。

ＮＰＯ・市民
活動支援

継続 県民生活担当

利根地域振興セン
ター

B 交流サロンの提供
行田地方庁舎の１階交流サロンにおいて、ボラン
ティア情報をはじめとする県政資料を配置し、情報
提供を行う。

ＮＰＯ・市民
活動支援

継続 県民生活担当

利根地域振興セン
ター

C
ＮＰＯ地域講座（県
東）

NPOの組織運営力の強化・育成を目的として、運営
力向上のための講座を開催する。
東部地域振興センターとの共催。

ＮＰＯ・市民
活動支援

継続 県民生活担当

北部地域振興セン
ター

Ａ
熊谷地方庁舎会
議室の休日開放

庁舎会議室を休日にNPO、ボランティア団体等へ有
料で貸し出しを行う。

ＮＰＯ・市民
活動支援

継続 総務・防災担当
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課所名  区分 事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

⑦NPO・ボランティアに対する支援事業

北部地域振興セン
ター

Ｂ・Ｄ
ＮＰＯ設立支援講
座

ＮＰＯ・ボランティア活動を行っている団体等を対象
に、ＮＰＯ法人の概要や設立手続きなど、設立に向
けての講座を開催する。

ＮＰＯ・市民
活動支援

継続 県民生活担当

北部地域振興セン
ター

Ｂ・Ｄ
ＮＰＯ設立休日相
談会

ＮＰＯ・ボランティア活動を行っている団体等を対象
に、ＮＰＯ法人の概要や設立手続きなど、設立に向
けての相談会を開催する。熊谷市市民活動支援セ
ンターに協力。

ＮＰＯ・市民
活動支援

新規 県民生活担当

北部地域振興セン
ター

Ａ
学習ルームの貸し
出し及び交流サロ
ンの提供

県民活動及び県民の学習の場として、学習ルーム
（平日）の貸し出し及び交流サロンの提供する。

ＮＰＯ・市民
活動支援

継続 総務・防災担当

北部地域振興セン
ター

Ｃ・Ｄ
北部・秩父地域Ｎ
ＰＯ実務研修会
（再掲）

管内ＮＰＯ等を対象とした研修会の開催及び意見交
換。本庄事務所、秩父地域振興センターと共催。

ＮＰＯ・市民
活動支援

継続 県民生活担当

北部地域振興セン
ター

Ｂ
ＮＰＯ情報提供事
業

管内ＮＰＯ法人に対し、メール・ＦＡＸ等で支援情報を
提供する。

ＮＰＯ・市民
活動支援

継続 県民生活担当

北部地域振興セン
ター本庄事務所

Ｃ・Ｄ
北部・秩父地域Ｎ
ＰＯ実務研修会
（再掲）

管内ＮＰＯ等を対象とした研修会の開催及び意見交
換。北部地域振興センター、秩父地域振興センター
と共催。

ＮＰＯ・市民
活動支援

継続 県民生活担当
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課所名  区分 事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

⑦NPO・ボランティアに対する支援事業

北部地域振興セン
ター本庄事務所

Ｄ ＮＰＯ支援相談会 個別による税務会計相談、運営相談、設立相談。
ＮＰＯ・市民
活動支援

継続 県民生活担当

北部地域振興セン
ター本庄事務所

Ａ
学習ルームの貸し
出し

県民活動及び県民の学習の場として、学習ルーム
を平日貸し出す。

ＮＰＯ・市民
活動支援

継続 県民生活担当

北部地域振興セン
ター本庄事務所

Ａ
交流サロンでの情
報提供

県政資料の提供や打合せスペースとして開放。ボラ
ンティアやＮＰＯに関する情報コーナーでのパンフ
レット等の情報提供。

ＮＰＯ・市民
活動支援

継続 県民生活担当

秩父地域振興セン
ター

Ａ
交流サロンでの情
報提供

県政資料の提供や打合せスペースとして開放。
ボランティアやＮＰＯに関する情報コーナーでのパン
フレット等の情報提供。
＜通年＞

ＮＰＯ・市民
活動支援

新規
総務・防災・県
民生活担当

税務課 E
法人県民税の減
免

収益事業を行わないＮPO法人について、法人県民
税の均等割を減免する。
【２２年度減免実績】853法人（1,984法人中）

ＮＰＯ・市民
活動支援

継続 課税担当

文化振興課 B
アートNPO連携支
援（再掲）

　アートNPO等の交流を支援するとともに、アートＮ
ＰＯ相互の連携や協働のネットワークづくりを促進
する。
　　助成事業の成果報告会1回
　　助成を受けた経験のあるアートNPO等の交流会
1回

文化、学術 継続

※Ｈ１９年
度の埼玉
文化芸術
活動連携
支援事業
からの継
続

文化振興担当
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課所名  区分 事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

⑦NPO・ボランティアに対する支援事業

国際課 Ａ，Ｂ
国際協力県民プラ
ザ管理運営事業

「国際協力県民プラザ」の運営に要する経費を（財）
埼玉県国際交流協会に対して補助する。①ＮＧＯ活
動拠点の提供交流スペースの開放、研修講座室・
ロッカー・メールボックスの貸出、コピー・印刷機・ＦＡ
Ｘ・インターネットの有料サービス等②ＮＧＯ情報の
提供、支援県内ＮＧＯについての情報ボックスの設
置等

国際 継続

県→（財）
埼玉県国
際交流協
会（補助）

多文化共生・Ｎ
ＧＯ担当

青少年課 Ａ
埼玉子ども支援
ネットワーク事業
（再掲）

ＮＰＯなど地域で子どもたちへの支援を行っている
団体と、支援を求める子どもたちをインターネットで
結びつける事業

こども 継続
育成事業推進・
県民運動担当

消費生活課 Ｃ

（消費者行政活性
化事業費の一部）
消費者被害防止
サポーター養成事
業

[事業内容]
地域において消費生活講座の講師やキャンペーン
などの啓発活動を行うボランティアの養成

商工農業、労
働、経済

継続
総務・企画調整
担当

防犯・交通安全課 B
自主防犯活動団
体紹介事業

地域の自主防犯活動団体（愛称：わがまち防犯隊）
として、現に取り組んでいる住民のモチベーションの
向上と、これから活動したいと考えている住民の参
考にするため、各団体の情報を県のホームページ
で紹介した。

防災、防犯、
交通安全

継続 防犯事業担当

防犯・交通安全課 C

（防犯のまちづくり
推進事業の一部）
わがまち防犯隊レ
ベルアップセミ
ナーの開催

防犯のまちづくりの推進に当たり、自主防犯活動を
支援してその充実を図るため、自主防犯活動団体
(愛称：わがまち防犯隊）の代表者等を対象に、レベ
ルアップのためのセミナーを開催した。

防災、防犯、
交通安全

継続 防犯事業担当

防犯・交通安全課
B・C・
D

（「減らそう犯罪の
日」一斉パトロー
ル実施事業費の
一部）自主防犯グ
ループの育成・指
導

出前講座などにより、自主防犯活動団体（愛称：わ
がまち防犯隊）の活動を活性化した。

防災、防犯、
交通安全

継続 防犯事業担当
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課所名  区分 事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

⑦NPO・ボランティアに対する支援事業

ＮＰＯ活動推進課 Ｂ

（ＮＰＯ活動普及・
促進事業費の一
部）ＮＰＯ情報ス
テーション運営事
業

［事業内容]
ＮＰＯ・ボランティア活動を支援する総合的な情報提
供システムの整備を進める。平成１７年度にシステ
ムの運用を開始し、順次機能の充実を図った。

ＮＰＯ・市民
活動支援

継続 ＮＰＯ活動担当

ＮＰＯ活動推進課 Ｆ

（地域協働提案推
進事業の一部）
NPOと市町村の協
働実践力アップ
（市町村向け協働
提案事業
(再掲）

［事業内容］
NPOと市町村職員に協働の意義や心得、市民活動
サポートセンターのあり方を学んでもらった上で、
NPOからの具体的な協働アイデアを随時市町村へ
取り次ぐことで、より良い協働アイデアの円滑な事
業化を図る。
・協働実践力アップ講座（年1回）
・市町村への協働提案窓口の設置（随時)

ＮＰＯ・市民
活動支援

新規 ＮＰＯ活動担当

ＮＰＯ活動推進課 Ｂ

（NPO活動普及・
促進事業費の一
部）
NPOと企業・地域
団体との連携事業
（再掲）

［事業内容］
NPOと企業の協働フォーラムの開催

ＮＰＯ・市民
活動支援

継続 ＮＰＯ活動担当

ＮＰＯ活動推進課 Ｆ 埼玉県NPO基金

［事業内容］
県内NPOの自主的・自発的社会貢献活動に対する
支援を行い、その活動を促進するとともに、NPOと
行政との協働を推進するために設置された。県の
一般財源と県民・企業からの寄附金を原資とし、そ
れを元に「埼玉県NPO活動促進助成事業」、「地域
課題解決型協働事業」、「NPO運営力強化・育成支
援事業」を実施。
また、（財）民間都市開発推進機構の拠出金を受け
入れ、「ＮＰＯ元気なまちづくり助成事業」を実施。

ＮＰＯ・市民
活動支援

継続 ＮＰＯ活動担当
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課所名  区分 事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

⑦NPO・ボランティアに対する支援事業

ＮＰＯ活動推進課
Ａ・Ｂ

彩の国市民活動
サポートセンター
運営事業

[事業内容]
ボランティアをはじめ、ＮＰＯなどの市民活動をサ
ポートし、地域に根ざした県民参加の社会をつくる
ため、 ＮＰＯ団体等が自ら運営し、その活動の拠点
とする市民活動サポートセンターを、県民活動総合
センター内の２Ｆに設置する。
①機能
ａ　市民活動の場の提供（団体の事務所機能（打合
せや団体のチラシ、資料等を作成する場の提供）
ｂ　団体の交流・連携等の場の提供
ｃ　市民活動に関する情報の提供
②施設
打合せ・交流スペース、作業コーナー、会議室
③運営
県民活動総合センターの管理運営に指定管理者制
度が導入されることに伴い、本センターの事業実施
についても指定管理者である（財）いきいき埼玉に
委託し、一体的な利用を図る。

ＮＰＯ・市民
活動支援

継続
地域コミュニティ
担当

ＮＰＯ活動推進課 Ｃ・Ｄ
NPO運営力強化・
育成支援事業

地域講座（年７回）　地域で異なる課題を解決するた
めの講座を地域振興センターが開催 ＮＰＯ・市民

活動支援
継続 ＮＰＯ活動担当

ＮＰＯ活動推進課 Ｂ・Ｃ
中核的ＮＰＯ育成
プログラム
広報力強化事業

［事業内容］
個別支援
［テーマ］
専門家によるホームページ改善等広報力強化支援
［実施形態］
（財）いきいき埼玉に委託

ＮＰＯ・市民
活動支援

新規
地域コミュニティ
担当
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課所名  区分 事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

⑦NPO・ボランティアに対する支援事業

ＮＰＯ活動推進課 Ｂ・Ｃ

中核的ＮＰＯ育成
プログラム
組織力強化事業
(再掲)

［事業内容］
相談会の開催
［テーマ］
寄附金獲得に向けたワークショップ
新寄附制度や認定ＮＰＯ法人制度の説明
個別の相談受付（ニーズ把握）
［実施形態］
中間支援ＮＰＯ法人に法人に委託

ＮＰＯ・市民
活動支援

新規 相談認証担当

ＮＰＯ活動推進課 Ｂ・Ｃ

中核的ＮＰＯ育成
プログラム
会計力強化事業
(再掲)

[事業内容]
個別訪問指導
[テーマ]
税理士による会計指導
[実施形態]
中間支援ＮＰＯ法人に委託

ＮＰＯ・市民
活動支援

新規 相談認証担当

ＮＰＯ活動推進課 Ｂ・Ｃ

中核的ＮＰＯ育成
プログラム
実務力強化事業
(再掲)

[事業内容]
訪問指導
[テーマ]
認定ＮＰＯ法人の条件の助言
書類等、整備状況の確認
[実施形態]
認定を取得している中間ＮＰＯ法人に委託

ＮＰＯ・市民
活動支援

新規 相談認証担当

水環境課 A

（水すましクラブ・
川の守り人育成事
業の一部）
水すまし活動ｻﾎﾟｰ
ﾄｾﾝﾀｰ・ﾃﾞｽｸ運営
事業

河川浄化団体の活動拠点として、技術的な支援を
行う活動サポートセンターを環境科学国際センター
に、活動資材を提供、貸与を行う活動サポートデス
クを環境管理事務所に置き、団体への支援を行っ
た。

環境保全 継続 里川再生担当
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課所名  区分 事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

⑦NPO・ボランティアに対する支援事業

精神医療センター Ａ
病院ボランティア
の受入

伊奈町の美容室・理容室関係者4名が外出できない
入院患者に対して、月１回センター内理容室又は病
棟において散髪等を実施する。一回あたり平均１３
人が利用。予約制。

保健、医療 継続 総務・職員担当

疾病対策課 Ａ
臓器移植対策事
業費

ＮＰＯ法人等主催の臓器移植推進街頭キャンペー
ンで配布する啓発用消耗品（ポケットティッシュ
12,000個）を提供した。

ＮＰＯ・市民
活動支援

継続
特定疾患対策
担当

商業・サービス産
業支援課

Ｂ、Ｄ

（映像関連産業振
興費の一部）彩の
国映像コンテンツ
産業振興ネット
ワーク運営費（再
掲）

映像コンテンツ産業の振興を目的に、映像に関連
する団体（行政、ＮＰＯ、企業、大学など）を中心とし
た、相互に連携と協働などを図る全県的なネット
ワークを運営する。また、各地の上映会等の支援を
行う。

商工農業、労
働、経済

継続
映像コンテンツ
担当

農業ビジネス支援
課

A,B
（地産地消推進事
業の一部）食育推
進事業

食育ボランティアを登録し、作成した名簿を行政機
関等に配布することにより、活動の場を提供する。

保健、医療 継続
販売対策・農商
工連携担当

生産振興課
Ａ・Ｂ・
Ｃ

花と緑の振興セン
ター運営費の一部

県内の都市公園等の緑化を図るため、ボランティア
研修の実施やボランティア活動の技術的支援及び
ボランティア受入機関との調整を実施する。

商工農業、労
働、経済

継続
花き・果樹・特産
担当

森づくり課 Ｃ

（みんなで育てる
森づくり事業の一
部）
森林ボランティア
支援事業

森林ボランティアに対する研修等を行う。 環境保全 継続  
森林活動支援
担当
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課所名  区分 事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

⑦NPO・ボランティアに対する支援事業

建築安全課 Ａ・Ｃ
応急危険度判定
体制の整備

①応急危険度判定士の技術と意識向上のため
　被災状態の建築物を作成して応急危険度判定
　模擬訓練を実施した。
②判定機材の備蓄確保を行った。
③応急危険度判定士養成講習会を実施した。

まちづくり 継続
震災対策・構造
指導担当

循環器・呼吸器病
センター

Ａ
病院ボランティア
の受入

外来ボランティア（外来総合案内）・除草ボランティ
ア（院内庭等の除草）の受け入れた。

保健、医療 継続 総務・職員担当

がんセンター Ａ
病院ボランティア
支援（再掲）

各種ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（※）が円滑な活動を行えるよう、各種
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱへの受け入れ、活動広報、研修会、交流会
等を実施した。
※外来ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（患者及び患者家族に対する病院
内の案内等）、緩和ｹｱﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（緩和ｹｱ病棟での
お茶ｻｰﾋﾞｽや傾聴等）音楽ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（院内ｺﾝｻｰﾄ）な
ど

保健、医療 継続 総務・職員担当

小児医療センター Ａ
病院ボランティア
の受入

ボランティア委員会を中心に受入れ体制を整備し、
外来ボランティアのほか、各グループ（図書の貸出
し・ 絵本の読み聞かせ、影絵の上演、壁面装飾、写
真展示など）が円滑な活動を行えるよう図った。

保健、医療 継続 総務・職員担当

精神医療センター Ａ
病院ボランティア
の受入

伊奈町の美容室・理容室関係者4名が外出できない
入院患者に対して、月１回センター内理容室又は病
棟において散髪等を実施した。一回あたり平均１３
人が利用した。

保健、医療 継続 総務・職員担当
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課所名  区分 事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

⑦NPO・ボランティアに対する支援事業

生涯学習文化財
課

Ｃ
青少年げんき・い
きいき体験活動事
業

・「体験活動指導者養成」　体験活動を効果的か
つ、安全に指導できるための技能の向上を図る。
・「体験活動ボランティア育成」
体験活動を支援するボランティアを育成し、団体・学
校等の要請を受け紹介する。

こども 新規

昨年度の
「ヤングク
リエー
ター２１育
成事業」
と「瞳輝く
子どもふ

社会教育担当

スポーツ振興課 Ｂ
広域スポーツセン
ター業務

子供から高齢者まで、様々なスポーツを愛好する
人々が参加できる「総合型地域スポーツクラブ」の
設立・育成・支援等に関する知識を有した指導員を
配置することにより、クラブの発展を推進させる。平
成23年度末時点で７２のクラブが設立された。

スポーツ 継続

スポーツ
総合セン
ター運営
委託事業
の一部と
して実施

生涯スポーツ担
当

久喜図書館 Ｃ

（図書館サービス
運営費の一部）お
はなしボランティア
指導者派遣

小学校等で、絵本の読み聞かせやおはなしなどの
活動を行っているボランティア団体・グループに対
し、絵本の読み聞かせとストーリーテリングのアドバ
イスを行うため、当館にボランティア登録している
「おはなしボランティア指導者」を３４名派遣。（参加
人数521人）

こども 継続
子ども読書推進
担当

久喜図書館 Ｃ
読み聞かせボラン
ティア研修会

読み聞かせの実戦経験のあるボランティアを対象
に、ステップアップが図れる研修会を実施し、その活
動を支援。(3回、参加人数79人）

こども 継続
子ども読書推進
担当

久喜図書館 A・Ｃ
ボランティア養成
手作り布絵本講座

障害のある子ども達のための布絵本製作ボランティ
アの新規養成およびスキルアップのための手作り
布絵本講座を実施し、活動を支援。（2日開催。参加
人数15名）

こども 継続
子ども読書推進
担当

歴史と民俗の博物
館

Ａ
展示解説ボラン
ティアの活動支援

常設展示室で展示解説を行うボランティアのスキル
アップ研修等を実施し、その活動を支援。

文化、学術 継続 常設展示担当
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課所名  区分 事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

⑦NPO・ボランティアに対する支援事業

歴史と民俗の博物
館

Ａ
体験学習ボラン
ティアの活動支援

体験学習ゾーン「ゆめ・体験ひろば」で活動する体
験学習ボランティアのスキルアップ研修等を実施
し、その活動を支援。

文化、学術 継続 学習支援担当

さきたま史跡の博
物館

Ａ・Ｃ
体験学習ボラン
ティアの活動支援

古代体験・さきたま体験工房で活動するボランティ
アのスキルアップ研修を実施し、その活動を支援す
る。

文化、学術 新規
広報・学習支援
担当

さきたま史跡の博
物館

Ａ・Ｃ
展示解説ボラン
ティアの活動支援

国宝展示室で展示解説を行うボランティアのスキル
アップ研修を実施し、その活動を支援する。

文化、学術 新規
広報・学習支援
担当

嵐山史跡の博物
館

Ａ
（教育普及事業の
一部）情報収集活
動補助

埼玉県城郭探訪会に対して、会議室等の活動の場
を提供する。成果を博物館に還元していただく。（11
名登録）

ＮＰＯ・市民
活動支援

継続 学芸担当

文書館 Ｃ

（文書館管理運営
費の一部）
文書資料保存活
動ボランティア養
成講座

文書資料保存活動ボランティアの活性化を図るた
め、文書館事業に参加している県民でボランティア
を希望する人に対して養成講座を実施した。３日
間。

文化、学術 新規 古文書担当

さいたま文学館 A

（さいたま文学館
運営費の一部）文
学活動費・普及事
業費・文学館サ
ポーター

文学館の常設展示の解説を行う「文学館サポー
ター」を養成するため、常設展示の２０名の文学者
についての講義と接客体験などを行った。
修了者１２名

文化、学術 継続

（財）けや
き文化財
団に委託
隔年実施

生涯学習文化
財課　芸術文化
推進担当

少年課 Ｃ

（少年非行防止対
策経費の一部）
埼玉県警察少年
健全育成ボラン
ティア・アカデミー

各地域において非行防止活動の中核として活動し
ている少年警察ボランティアや各自治体のボラン
ティアを対象として少年非行防止に関する教養講座
を開催した。平成23年度は対象者に応じて、初級講
座９回、講習１回、県内の非行防止ボランティア諸
団体による少年の非行防止及び健全育成活動に資
するための教育講座を開催した。

こども 継続
少年課
補導育成
第一係
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課所名  区分 事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

秩父地域振興セン
ター

Ａ
ホームページによ
る紹介

管内のＮＰＯ法人やボランティア団体に関する情報
を事務所のホームページで紹介。
＜通年＞

ＮＰＯ・市民
活動支援

継続
総務・防災・県民
生活担当

国際課 Ａ
国際協力県民プラ
ザ管理運営事業

ＮＧＯについての組織・活動状況情報等を県民やＮ
ＧＯに提供し、ＮＧＯ活動への県民の参加促進等を
図るとともに、ＮＧＯが自分たちの活動をＰＲする機
会を提供する。

国際 継続

県→（財）
埼玉県国
際交流協
会（補助）

多文化共生・ＮＧ
Ｏ担当

防犯・交通安全課 C

防犯のまちづくり
支援事業（埼玉県
ふるさと創造資
金）（再掲）

市町村が行う、自主防犯パトロール活動等への支
援事業に対して補助した。

防災、防犯、
交通安全

継続 防犯事業担当

ＮＰＯ活動推進課 Ｂ
ＮＰＯ・ボランティア
活動施策推進会
議

［事業内容］
ＮＰＯ活動に関する施策の総合的調整及び推進とＮ
ＰＯと県との協働の推進のため、企画・協議を行う。

ＮＰＯ・市民
活動支援

継続 ＮＰＯ活動担当

ＮＰＯ活動推進課 Ｂ

（ＮＰＯと市町村の
協働促進事業費
の一部）
ＮＰＯ支援拠点
ネットワーク化事
業
（再掲）

［事業内容］
主としてＮＰＯの支援を目的とした中間支援団体と
市町村の市民活動サポートセンターを対象として、
ＮＰＯ支援のあり方や具体的な支援ノウハウを協議
するためのネットワーク会議を開催する。
・県ネットワーク会議１回開催予定。
・市町村支援のためのウェブページ「支援拠点の
門」の運営

ＮＰＯ・市民
活動支援

継続 ＮＰＯ活動担当

⑧活動の活性化、協働に向けた環境整備に関する事業
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課所名  区分 事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

⑧活動の活性化、協働に向けた環境整備に関する事業

ＮＰＯ活動推進課 Ａ・Ｂ NPO出前講座

［事業内容］
広聴広報課が設定した「県政出前講座」を通じて以
下のテーマでＮＰＯ出前講座を実施する。
・ＮＰＯの基礎知識
・埼玉県のＮＰＯ施策について（認証設立の説明も
含む）
また、市町村との協働という観点から市町村の職員
を対象としたＮＰＯ講座も必要に応じて別途実施す
る。

ＮＰＯ・市民
活動支援

継続 相談認証担当

ＮＰＯ活動推進課 Ａ

（新しい公共推進
事業費の一部）
参加型地域力アッ
プ事業

[事業内容]
南西部地域のＮＰＯが主体となり、活動体験機会の
提供等によりＮＰＯ活動を支える地域住民の拡大、
掘り起こしを図る。

ＮＰＯ・市民
活動支援

新規 ＮＰＯ活動担当

ＮＰＯ活動推進課 Ａ

（新しい公共推進
事業費の一部）
企業人ＮＰＯ体験
研修発信事業

[事業内容]
ＮＰＯ活動への参加体験研修を通じて、ＮＰＯ活動
への理解と共感・参加と支援の和を広げる。

ＮＰＯ・市民
活動支援

新規 ＮＰＯ活動担当

水環境課 A

（水すましクラブ・
川の守り人育成事
業の一部）
川ガキ養成埼玉
塾事業

子どもが川に学び、川で元気に遊ぶ事業（川ガキ養
成事業）を募り、県が広報等の支援を行った。

環境保全 継続 　 里川再生担当
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課所名  区分 事業名 事業内容 主な分野 新／継 備考 担当

⑧活動の活性化、協働に向けた環境整備に関する事業

社会福祉課 Ａ
福祉ボランティア
体験学習事業（再
掲）

県社会福祉協議会及び市町村社会福祉協議会が
実施する福祉ボランティア体験学習事業に対して助
成を行った。

福祉 継続

（実施主
体）
（社福）埼
玉県社会
福祉協議
会・各市
町村社会
福祉協議
会

総務・社会福祉
担当

社会福祉課 Ａ
埼玉県ボランティ
アセンター支援事
業（再掲）

県社会福祉協議会が、県内ボランティア活動の促
進を図るために設置する埼玉県ボランティア・市民
活動センターが実施する事業に対して助成を行っ
た。

福祉 継続

（実施主
体）
（社福）埼
玉県社会
福祉協議
会

総務・社会福祉
担当

森づくり課 Ａ
(みんなで育てる森
づくり事業の一部）
植樹祭の開催

みんなで森をつくる集いにおいて、社会全体で森林
を守り育てる意識の醸成を図る。

環境保全 継続
森林活動支援担
当

本庄県土整備事
務所

Ａ
川の探検隊（再
掲）

小山川及び元小山川の川のもつ魅力と元小山川の
水質汚濁を再認識するとともに、河川愛護と水環境
改善に対する意識の高揚を目的とした水環境イベ
ントを開催。　　　　　　［参画ＮＰＯ］
ＮＰＯ法人「川・まち・人プロデューサーズ」

環境保全 継続 河川砂防担当
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